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JMPグラフギャラリー
各種グラフおよび対応するプラットフォーム

ここでは、JMPで作成できる多数のグラフを画像で紹介します。各画像の下には、グラフの作成に使用される
プラットフォームを記載しています。これらのプラットフォームや各種グラフの詳細については、［ヘルプ］>
［ドキュメンテーション］メニューからマニュアルを参照してください。

ヒストグラム
［分析］>［一変量の分布］

二変量の関係
［分析］>［二変量の関係］

一元配置
［分析］>［二変量の関係］

一元配置 t検定
［分析］>［二変量の関係］

ロジスティック
［分析］>［二変量の関係］

モザイク図
［分析］>［二変量の関係］
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対応のあるペア
［分析］>［対応のあるペア］

てこ比プロット
［分析］>［モデルのあてはめ］

最小2乗平均プロット
［分析］>［モデルのあてはめ］

MANOVA

［分析］>［モデルのあてはめ］

パーティション
［分析］>［モデル化］>
［パーティション］

ニューラルネットダイヤグラム
［分析］>［モデル化］>
［ニューラル］

予測値と実測値
［分析］>［モデル化］>
［モデルの比較］

非線形回帰のあてはめ
［分析］>［モデル化］>

［非線形回帰］
曲面プロファイル
［分析］>［モデル化］>
［Gauss過程］
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時系列分析
［分析］>［モデル化］>
［時系列分析］

スクリーニング
［分析］>［モデル化］>

［スクリーニング］

FDR p値プロット
［分析］>［モデル化］>
［応答のスクリーニング］

散布図行列
［分析］>［多変量］>
［多変量の相関］

樹形図
［分析］>［多変量］>
［クラスター分析］

自己組織化マップ
［分析］>［多変量］>
［クラスター分析］

主成分分析
［分析］>［多変量］>

［主成分分析］

正準プロット
［分析］>［多変量］>
［判別分析］

負荷量プロット
［分析］>［多変量］>

［PLS回帰］
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XBarチャートとR管理図
［分析］>［品質と工程］>
［管理図ビルダー］

平均図
［分析］>［品質と工程］>

［測定システム分析］
変動性図
［分析］>［品質と工程］>

［計量値 /計数値ゲージチャート］

ゴールプロット
［分析］>［品質と工程］>
［工程能力］

個々の測定値管理図
移動範囲管理図
［分析］>［品質と工程］>
［管理図］>［IR］

XBarチャート
［分析］>［品質と工程］>
［管理図］>［XBar］

パレート図
［分析］>［品質と工程］>
［パレート図］

特性要因図
フィッシュボーンチャート
［分析］>［品質と工程］>
［特性要因図］

分布の比較
［分析］>［信頼性 /生存時間
分析］>［寿命の一変量］
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ノンパラメトリック
［分析］>［信頼性 /生存時間
分析］>［寿命の二変量］

散布図
［分析］>［信頼性 /生存時間
分析］>［寿命の二変量］

MCFプロット
［分析］>［信頼性 /生存時間分
析］>［再生モデルによる分析］

重ね合わせ
［分析］>［信頼性 /生存時間
分析］>［劣化分析］

予測
［分析］>［信頼性 /生存時間
分析］>［信頼性予測］

区分Weibull-NHPP
［分析］>［信頼性 /生存時間
分析］>［信頼性成長］

信頼性ブロック図
［分析］ > ［信頼性 /生存時間
分析］>［信頼性ブロック図］ 故障率プロット

［分析］>［信頼性 /生存時間
分析］>［生存時間分析］

生存分位点
［分析］>［信頼性 /生存時間分
析］>［生存時間（パラメトリッ
ク）のあてはめ］
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ベースライン生存曲線
［分析］>［信頼性 /生存時間
分析］>［比例ハザードの
あてはめ］

配合プロファイル
［分析］>［消費者調査］>
［カテゴリカル］

因子負荷量プロット
［分析］>［消費者調査］>
［因子分析］

予測プロファイル
［分析］>［消費者調査］>
［選択モデル］

アップリフトモデル
［分析］>［消費者調査］>
［アップリフト］

特性曲線
［分析］>［消費者調査］>
［項目分析］



17
はじめてのJMP

デュアルプロット
［分析］>［消費者調査］>

［項目分析］

折れ線グラフ
［グラフ］>［グラフビルダー］ 箱ひげ図

［グラフ］>［グラフビルダー］

積み重ねた棒グラフ
［グラフ］>［チャート］

円グラフ
［グラフ］>［チャート］

垂線および折れ線グラフ
［グラフ］>［重ね合わせ
プロット］
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点および折れ線グラフ
［グラフ］>［重ね合わせ
プロット］

三次元散布図
［グラフ］>［三次元散布図］

三次元散布図
［グラフ］>［三次元散布図］

等高線図
［グラフ］>［等高線図］

バブルプロット
［グラフ］>［バブルプロット］

パラレルプロット
［グラフ］>［パラレルプロット］

セルプロット
［グラフ］>［セルプロット］

ツリーマップ
［グラフ］>［ツリーマップ］

散布図行列
［グラフ］>［散布図行列］



19
はじめてのJMP

三角図
［グラフ］>［三角図］ 予測プロファイル

［グラフ］>［プロファイル］

等高線プロファイル
［グラフ］>［等高線プロファイル］

曲面プロット
［グラフ］>［曲面プロット］

配合プロファイル
［グラフ］>［配合プロファイル］



20
はじめてのJMP



このガイドについて

『はじめての JMP』では、JMPソフトウェア全般について紹介します。このガイドは、JMPを初めて使う方
を対象としています。アナリスト、研究者、学生、教授、統計学者など、さまざまな方を対象に、JMPのユー
ザインターフェースと機能全般について概説します。

このガイドで紹介する内容は次のとおりです。

• JMPの起動

• JMPウィンドウの構造

• データの準備および操作方法

• 対話的なグラフを使用してデータから情報を得る方法

• 単純な分析を実行してグラフを補足する方法

• JMPのカスタマイズと特別な機能

このガイドは6つの章で構成されています。各章では、紹介する概念の理解を深めていただくために、例を挙
げています。ここで扱う統計概念はいずれも入門レベルのものです。このガイドで採用しているサンプルデー
タは、ソフトウェアに付属しています。各章の内容を簡単に説明しておきましょう。

• 第1章「JMPの概要」では、JMPアプリケーションの概要を紹介します。ソフトウェアの構成と操作方法
を学習します。

• 第 2章「データの操作」では、各種のデータソースからデータを読み込み、データ分析の準備をする方法
について説明します。データ操作用の各種ツールについても簡単に紹介します。

• 第 3 章「データの視覚化」では、データの視覚化と理解に役立つグラフやチャートについて説明します。
1つの変数について検討する単純な分析から、複数の変数を取り扱い、それらの関係を示すグラフまで、
多様な例を取り上げます。

• 第 4章「データの分析」では、一般的に使用されている様々な分析手法について解説します。統計的手法
を用いる必要のない単純なものから、統計の知識が役に立つ高度なものまで、多岐にわたる分析手法を紹
介します。

• 第 5章「作業結果の保存と共有」では、ジャーナルとプロジェクトの使用、スクリプトの保存について説
明します。

• 第 6章「特別な機能」では、データの変更時に自動的にグラフや分析を更新する方法、環境設定を使用し
てレポートをカスタマイズする方法、JMPとSASの連動のしくみについて説明します。

このガイドに目を通せば、JMPを快適に使いこなし、データを操作できるようになるでしょう。
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JMPは、WindowsとMacintoshの両オペレーティングシステムに対応していますが、 ここでは、Windows

オペレーティングシステムを前提としています。



第 1 章

JMPの概要
基本概念

JMP（「ジャンプ」と発音します）は、データを視覚化し、統計分析を行う高性能な対話型ツールです。JMP

では、データテーブル、グラフ、チャート、レポートを活用しながら、分析を実行し、データと対話すること
で、データから多くの情報を引き出すことができます。

様々な統計分析やモデル化を行う研究者にとって、JMPはとても便利です。また、データの傾向やパターン
をすばやく発見する必要があるビジネスアナリストにとっても有益です。JMPを使用すれば、統計の専門家
でなくても、データから情報を導き出すことができます。

たとえば、JMPを使用して、次の処理を実行できます。

• 対話型のグラフとチャートを作成してデータについて検討し、関係を明らかにする。

• 複数の変数間の変動パターンを一度に明らかにする。

• 大量のデータについて検討し、要約する。

• 高性能な統計モデルを開発し、将来を予測する。

図1.1 JMPレポートの例
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理解すべき基本操作
JMPを用いるにあたって、次の基本操作を頭に入れておく必要があります。

• JMPデータテーブルにおいて、データを入力、表示、編集、および操作します。

• ［分析］と［グラフ］メニューからプラットフォームを選択します。プラットフォームは、データ分析や
グラフ操作を行う対話型のウィンドウで構成されています。

• プラットフォームでは次のウィンドウを使用します。

– 起動ウィンドウでは、分析を設定して実行します。

– レポートウィンドウには、分析結果が表示されます。

• レポートウィンドウには通常、次の項目が表示されます。

– ある種のグラフ（散布図やチャートなど）。

– 特定のレポート。開閉ボタン  で表示したり非表示にしたりできます。

– プラットフォームのオプション。赤い三角ボタン をクリックすると表示されるメニューにあります。

使い方入門
JMPでの大まかな作業手順は、とても簡単です。

1. データを JMPに読み込みます。

2. プラットフォームを選択し、起動ウィンドウで必要事項をすべて指定します。

3. 結果を検討し、データから導き出された情報を確認します。

この作業手順については、「JMPでの作業手順の理解」（30ページ）で詳しく解説しています。

一般的には、JMPで作業する際は、まずグラフを使用して個々の変数を視覚化し、それらの変数間の関係を
明らかにします。グラフを作成すると、こうした情報がわかりやすく示され、さらに検討すべき点が明らかに
なります。その上で、分析プラットフォームを使用して、問題をさらに検討し、解決策を見つけます。

• 「データの操作」の章（39ページ）では、データを JMPに読み込む方法を紹介します。

• 「データの視覚化」の章（69ページ）では、JMPに用意されている便利なグラフの一部を使用して、デー
タを詳しく考察する方法を紹介します。

• 「データの分析」の章（101ページ）では、一部の分析プラットフォームの使用方法を紹介します。

各章では、例を挙げて説明します。この章の残りの節では、データテーブルと、JMPでの作業に関するごく
基本的な操作について説明していきます。
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JMPの起動
JMPは2通りの方法で起動できます。

• JMP アイコンをダブルクリックします。このアイコンは、通常はデスクトップ上にあります。この場合、
JMPが起動しますが、既存の JMPファイルは開きません。

• 既存の JMPファイルをダブルクリックします。JMPが起動し、該当するファイルが開きます。

Windows上で JMPを起動すると、「使い方ヒント」ウィンドウとホームウィンドウが表示されます。
Macintoshでは、「使い方ヒント」ウィンドウと「JMPスターター」ウィンドウが表示されます。 

「JMPスターター」ウィンドウには、操作やプラットフォームがカテゴリ別に整理して表示されます。

図1.2「JMPスターター」ウィンドウ

左側には、カテゴリの一覧が表示されます。カテゴリをクリックすると、そのカテゴリに関連する機能とコマ
ンドが表示されます。「JMPスターター」ウィンドウの全機能の詳細については、『JMPの使用法』を参照し
てください。

WIndows版では、もう1つ便利なウィンドウにホームウィンドウがあります。
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図1.3 ホームウィンドウ（Windows版のみ）

ホームウィンドウを開くには、［表示］>［ホームウィンドウ］を選択します。このウィンドウには、次の項目
へのリンクが表示されます。

• 現在開いているデータテーブルとレポートウィンドウ

• 最近開いたファイル

「JMPスターター」ウィンドウとホームウィンドウの詳細については、『JMPの使用法』を参照してください。

JMPのほぼすべてのウィンドウには、メニューバーとツールバーがあります。JMPの機能の大半は次の3つ
の方法で使用できます。

• メニューバーの使用

• ツールバーのボタンの使用

• 「JMPスターター」ウィンドウのボタンの使用

注 : デフォルトでは、JMPのウィンドウは最大化していない状態で表示されます。これは、複数のウィンドウ
を同時に見るためです。
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メニューバーとツールバーについて

メニューとツールバーは、多くのウィンドウで非表示になっています。これらを表示するには、ウィンドウの
タイトルバーのすぐ下の青いバーの上にマウスのカーソルを置きます。なお、「JMPスターター」ウィンドウ、
ホームウィンドウ、およびすべてのデータテーブルでは、メニューは常に表示されています。

サンプルデータの使用
このガイドやその他の JMPマニュアルで取り上げる例では、サンプルデータテーブルを使用しています。こ
れらのサンプルデータは、Windowsではデフォルトで次の場所に保存されています。

C:\Program Files\SAS\JMP\<バージョン>\Samples\Data

［ヘルプ］メニューの［サンプルデータ］では、データテーブルがカテゴリ別にまとめて表示されます。開閉
ボタンをクリックすると、該当するカテゴリのデータテーブルの一覧が表示されます。リンクをクリックする
と、該当するデータテーブルが開きます。

Macintoshでは通常、サンプルデータは次のルートレベルにインストールされます。

/Library/Application Support/JMP/<バージョン>/Samples/Data

JMPサンプルデータテーブルを開く

1. ［ヘルプ］メニューから［サンプルデータ］を選択します。

2. ［「はじめてのJMP」で使うデータ］の横にある開閉ボタンをクリックして、データテーブルの一覧を表示
します。

3. 適切なデータテーブルの名前をクリックして、このガイドの例と併せて使用します。適切なデータテーブ
ルの名前をクリックすると、このマニュアルの例で使われているデータが開きます。

読み込み用サンプルデータ

JMP以外のアプリケーションのデータファイルを JMPに読み込む方法を学習するために、読み込み用のサン
プルデータも準備されています。

読み込み用のサンプルデータは、Windowsではデフォルトで次の場所に保存されています。

C:\Program Files\SAS\JMP\<バージョン>\Samples\Import Data

データターブルの理解
データテーブルとは、行と列で構成されたデータの集合です。Microsoft® Excel®のスプレッドシートに似て
いますが、一部重要な相違点もあります。これらの相違点については、「JMPとExcelの相違点」（35ページ）
で説明します。データテーブルには、ノート、変数、スクリプトなどの他の情報が格納されている場合もあり
ます。これらの追加項目については、後述の章で説明します。

退役軍人に対して行った、肺がんに関する臨床試験のサンプルデータ 「VA Lung Cancer.jmp」を開いてみ
ましょう。ここでは、このデータテーブルを基に説明していきます。
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図1.4 データテーブル

データテーブルは次の各部で構成されています。

データグリッド データグリッドは、行列構成でデータを格納します。一般には、データグリッドの各行がオ
ブザベーションであり、列（変数とも呼びます）がオブザベーションに関する情報を提供します。図1.4では、
各行が被験者に対応し、12列分の情報があります。データグリッドでは12列の一部しか表示されていません
が、列パネルではすべての列が一覧表示されています。被験者ごとに、「生存日数」、「セル」、「処置」などの
情報が記録されています。各列には見出し（列名）があります。列名は、テーブルの行数の合計には含まれま
せん。

テーブルパネル テーブルパネルには、テーブルの変数またはスクリプトが表示されます。図1.4では、「モデ
ル」という名前で保存されたスクリプトが1つ表示されています。このスクリプトは、分析を自動的に再実行
します。このテーブルには、「ノート」という名前の変数もあり、データに関する情報を格納しています。テー
ブル変数とテーブルスクリプトについては、後述の章で説明します。

行と列で構成される
データグリッド

テーブルパネル

「列」パネル

行パネル

列名

レポートウィンドウへの
サムネールリンク
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「列」パネル 「列」パネルには、すべての列の数と、選択されている列の数、および、すべての列の名前が表
示されます。たとえば、先ほどの図における括弧内の数字「（12/0）」は、12の列があり、どの列も選択され
ていないことを示しています。各列名の左側にあるアイコンは、その列の尺度を示します。尺度については、
「データの分析」の章の「尺度の理解」（106ページ）で説明します。右側のアイコンは、列に割り当てられて
いる属性を示します。これらのアイコンの詳細については、「データの操作」の章の「列情報の表示または変
更」（51ページ）を参照してください。

行パネル 「行」パネルには、データテーブル内の行の数、選択されている行の数、除外されている行の数、
非表示の行の数、ラベルのついた行の数が表示されます。図1.4では、データテーブル内に137の行があります。

レポートウィンドウへのサムネールリンク この領域には、当該のデータテーブルをもとに作成されたレポー
トに対するサムネールが表示されます。サムネールの上にマウスを置くと、該当するレポートウィンドウのプ
レビューが拡大表示されます。サムネールをダブルクリックすると、該当するレポートウィンドウが前面に表
示されます。

行や列の追加、データの入力、データの編集など、データグリッドの操作については、「データの操作」の章
（39ページ）で説明します。複数のデータテーブルを開くと、各データテーブルが個別のウィンドウに表示さ
れます。

JMPでの作業手順の理解
データをデータテーブルに表示したら、グラフを作成したり、分析を実行したりできます。分析やグラフの機
能は、「プラットフォーム」で提供されています。各プラットフォームは、［分析］と［グラフ］メニューから
呼び出されます。これらを「プラットフォーム」と呼んでいるのは、単に静的な結果を出力するだけにとどま
らないからです。プラットフォームの結果はレポートウィンドウに表示されますが、それらの結果は、元の
データテーブルや他の結果と相互にリンクしており、かつ、対話的に操作できます。

［分析］と［グラフ］メニューにあるプラットフォームには、分析やデータ探索のための様々な機能が用意さ
れています。

グラフ作成や分析実行のおおまかな操作手順は次のとおりです。

1. データテーブルを開きます。

2. ［グラフ］または［分析］メニューからプラットフォームを選択します。

3. プラットフォームの起動ウィンドウで必要事項を指定し、分析を設定します。

4. ［OK］をクリックすると、グラフや分析結果がレポートウィンドウに表示されます。

5. レポートのオプションを使用してレポートをカスタマイズします。

6. 結果を保存および書き出して、他のユーザと共有します。

後述の各章では、これらの概念について詳しく解説していきます。

次の例では、単変量の分析を実行し、カスタマイズする方法を4つの手順で紹介します。ここでは、会社情報
のサンプルデータ「Companies.jmp」を用いて、「利益 ($M)」の初歩的な分析を行ってみましょう。
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ステップ1: プラットフォームを起動して結果を表示する
1. 会社情報のデータが含まれたファイル「Companies.jmp」を開きます。

2. ［分析］>［一変量の分布］を選択して、「一変量の分布」起動ウィンドウを表示します。

3. 「列の選択」ボックスで「利益 ($M)」を選択し、［Y, 列］ボタンをクリックします。

「利益 ($M)」変数が［Y, 列］役割に表示されます。指定後のウィンドウは、図1.5のようになります。

「列の選択」ボックスで列をクリックし、いずれかの役割のボックスにドラッグするという操作でも、変
数に役割を割り当てることができます。

図1.5「利益 ($M)」の割り当て

4. ［OK］をクリックします。

「一変量の分布」レポートウィンドウが表示されます。
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図1.6「一変量の分布」レポートウィンドウ

レポートウィンドウには、基本的なグラフと分析レポートが表示されます。結果は「アウトライン」と呼ばれ
る形式で表示されます。アウトラインの開閉ボタンをクリックすることにより、各レポートの表示／非表示を
切り替えることができます。

赤い三角ボタンをクリックして表示されるメニューからオプションやコマンドを選択し、随時、追加のグラフ
を作成したり、さらなる分析を実行したりできます。

• ウィンドウ上部の青いバーの上にマウスを置くと、メニューバーとツールバーが表示されます。

• データテーブルボタンをクリックすると、現在のレポートを作成するのに使用されたデータテーブルが前
面に表示されます。

• ホームウィンドウに戻るには、ホームウィンドウボタンをクリックします。

開閉ボタン

赤い三角ボタン

メニューバーとツールバーが
非表示になっていることを
示す青いバー

データテーブルへのリンク

JMPホームウィンドウを開く
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ステップ2: 箱ひげ図を削除する
前の手順で作成した「一変量の分布」レポートをそのまま使用します。

1. 「利益 ($M)」の横にある赤い三角ボタンをクリックして、レポートオプションのメニューを表示します。

2. ［外れ値の箱ひげ図］の選択を解除して、該当オプションをオフにします。

外れ値の箱ひげ図がレポートウィンドウから削除されます。

図1.7 外れ値の箱ひげ図の削除

ステップ3: 追加の出力を要求する
引き続き同じレポートウィンドウを使用します。

1. 「利益 ($M)」の横にある赤い三角ボタンをクリックして、メニューから［平均の検定］を選択します。

「平均の検定」ウィンドウが表示されます。

2. 「仮説平均を指定」ボックスに「500」と入力します。

3. ［OK］をクリックします。

平均に対する検定の結果がレポートウィンドウに追加されます。

ここをクリックして、外れ値の箱ひげ図を削除。
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図1.8 平均の検定

ステップ4: プラットフォームの結果を操作する
すべてのプラットフォームに表示される結果は、対話的に操作できます。たとえば、次の操作が可能です。

• レポートの表示／非表示を切り替えることができます。

• 目的に合わせて、グラフや統計分析を追加または削除できます。

• プラットフォームの結果は、元のデータテーブルや、他の結果と相互にリンクしています。

たとえば、「分位点」レポートを閉じるには、「分位点」の横にある開閉ボタンをクリックします。

図1.9「分位点」レポートを閉じる

ここをクリックして「分位点」
レポートを閉じる
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プラットフォームの結果は、元のデータテーブルにリンクしています。図1.10のヒストグラムは、1つの会社
グループが、他社よりもはるかに利益を上げていることを示しています。この会社グループをすばやく特定す
るには、ヒストグラム上の対応する棒をクリックします。すると、データテーブル内の対応する行が選択され
ます。

図1.10 プラットフォームの結果とデータテーブルとの対応

この場合、該当グループには1社しか含まれていないため、1行だけが選択されています。

JMPとExcelの相違点
JMPは、Excelなどのスプレッドシートアプリケーションと重要な相違点がいくつかあります。

バーをクリックして、対応する行を表示。

表1.1 JMPとExcelの違い

計算式

Excel 計算式は個々のセルに対して適用されます。

JMP 計算式は列全体にのみ適用されます。 「データの操作」の章の「計算式による値の計
算」（53ページ）で、計算式の使用方法について説明します。

列名

Excel 列名はグリッドの一部です。データが入力されていない部分にも、番号が振られた行
やラベルの付いた列が続けて表示されます。数値データと文字データが同じ列に混在
できます。

JMP 列名はグリッドの一部には含まれません。データがない部分には行や列は存在しませ
ん。グリッドの大きさは、データが入力されている部分とまったく同じ大きさになり
ます。列には数値または文字のいずれかのみ入力できます。文字と数値データの両方
が列に含まれている場合、列全体のデータタイプは文字になり、数値も文字データと
して扱われます。
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ヘルプの表示方法
JMPを使い始めたら、さまざまなリソースを学習に役立てることができます。JMPのマニュアル、ヘルプ、
Web情報、サンプルデータなど、多くの情報を［ヘルプ］メニューから参照できます。

「データの分析」の章の「尺度の理解」（106ページ）では、プラットフォームの結果に
対するデータタイプの影響について説明します。

テーブルとワークシート

Excel 1つのスプレッドシートに複数のテーブル（ワークシート）があります。

JMP JMPには、ワークシートという概念がありません。各データテーブルは個別の .jmp

ファイルであり、個別のウィンドウに表示されます。

データグリッド

Excel データはデータグリッドの任意の位置に入力できます。

JMP データは、1行目の1列目から開始します。

分析とグラフの
レポート

Excel データ、分析、グラフはすべてデータグリッド内に配置されます。

JMP 結果は個別のウィンドウに表示されます。

表1.1 JMPとExcelの違い

表1.2［ヘルプ］のオプション

オプション 説明

ヘルプの目次、ヘルプ
の検索、およびヘルプ
の索引

これら3つのメニュー項目を選択すると、JMPのヘルプシステムが開きます。ヘ
ルプシステムは、検索可能なマニュアルです。

ドキュメンテーション マニュアル一式、JMPの全メニューの説明、およびショートカットキーについ
てまとめたクイックリファレンスへのリンクがあります。

新機能 現在のバージョンの新機能について詳しく説明したマニュアルです。
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JMP User 
Community

米国 JMP Webサイト（www.jmp.com）にあるオンラインユーザフォーラム
が表示されます（英語）。JMPファイルをダウンロードしたり、JMPブログを
閲覧したり、JMP関連のトピックについて他のユーザと意見交換したりできま
す。このWebサイトには、JMPに関する情報が満載されています。最新のニュー
スやイベント、サンプルやスクリプトなどのファイル共有へのリンクが掲載さ
れています。毎週開催されている無償のウェビナー（英語）に登録したり、
Podcastやその他の JMPコンテンツを検索できます。JMPの機能を紹介するビ
デオも公開されています。米国の各地域で開催されている JMPユーザグループ
への参加方法を知ることもできます。

チュートリアル JMPで提供している統計やグラフの機能の一部を紹介する対話型チュートリア
ルです。

JMPに馴染みがない方は、まず初心者用チュートリアルを試してみてください。
この初心者用チュートリアルは、JMPのユーザインターフェースの基本を説明
しており、約5分間で終了します。

サンプルデータ マニュアルで使用している全サンプルデータへのリンクがあります。これらの
サンプルデータテーブルは、JMPについて学習する際に役立ちます。

使い方ヒント JMPの操作方法を知るのに役立つヒント集です。

統計の索引 統計用語の定義を参照できます。

スクリプトの索引 JSLオブジェクトとメッセージについて説明しています。ヘルプや例も提供して
います。

バージョン情報 リリース番号、著作権、オペレーティングシステム、実行中の JMPアプリケー
ションの所有者が表示されます。

表1.2［ヘルプ］のオプション（続き）

オプション 説明

http://www.jmp.com
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第 2 章

データの操作
グラフ作成や統計分析に向けたデータ準備

グラフを作成したり、統計分析したりする前に、対象のデータをデータテーブルに適切な形式で用意しておか
なければなりません。この章では、次のような基本的なデータ処理作業を紹介します。

• データテーブルの新規作成

• 既存のデータテーブルを開く

• 他のアプリケーションから JMPへのデータの読み込み

• データの加工 

図2.1 データテーブルの例
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JMPへのデータの取り込み
• 別のアプリケーションからデータをコピーし、貼り付ける場合は、「データのコピーと貼り付け」（41ペー
ジ）を参照してください。

• 別のアプリケーションからデータを読み込む場合は、「データの読み込み」（41ページ）を参照してください。

• データテーブルにデータを直接入力する場合は、「データの入力」（44ページ）を参照してください。

• データテーブルを開くには、目的のファイルをダブルクリックするか、［ファイル］>［開く］コマンドを
使用します。

データベースから JMPにデータを読み込むこともできます。詳細については、『JMPの使用法』を参照してく
ださい。

この章では、サンプルのデータテーブルと読み込み用データを使用します。これらのファイルは、JMPと一
緒にインストールされます。これらのファイルの場所については、「JMPの概要」の章の「データターブルの
理解」（28ページ）を参照してください。

データのコピーと貼り付け
Excelやテキストファイルなどの別のアプリケーションから、コピーして貼り付ける方法で、データを JMPに
移動できます。

例 : データのコピーと貼り付け

1. Excelで「VA Lung Cancer.xls」ファイルを開きます。このファイルは、「Sample Import Data」フォル
ダにあります。

2. 列名も含め、すべての行と列を選択します。138行12列のデータがあります。

3. 選択したデータをコピーします。

4. JMPで、［ファイル］>［新規作成］>［データテーブル］を選択して、空のテーブルを作成します。

5. ［編集］>［列名とともに貼り付け］を選択して、データと列見出しを貼り付けます。

JMPに貼り付けるデータに列名が含まれていない場合は、［編集］>［貼り付け］を使用します。

データの読み込み
Excel、SAS、テキストファイルなどの別のアプリケーションから読み込む方法で、データを JMPに移動でき
ます。データの基本的な読み込み手順は次のとおりです。

1. ［ファイル］>［開く］を選択します。

2. 読み込み対象ファイルの場所に移動します。

3. 目的のファイルが「データファイルを開く」ウィンドウの一覧に表示されない場合は、［ファイルの種類］
メニューから適切なファイル形式を選択します。

4. ［開く］をクリックします。
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例 : Microsoft Excelファイルの読み込み

1. ［ファイル］>［開く］を選択します。

2. 「Samples」フォルダ配下の「Import Data」フォルダに移動します。

3. 「Team Results.xls」を選択します。

データの開始行および開始列を書き留めておきます。このスプレッドシートには2つのワークシートが含
まれています。この例では、Ungrouped Team Resultsワークシートを読み込みます

4. ［開く］をクリックします。

このスプレッドシートがExcel読み込みウィザード内に開き、データのプレビューと読み込みオプション
が表示されます。

スプレッドシートの1行目のテキストが列見出しになっていますが、 列見出しとして使用したいテキスト
は3行目にあります。

5. 「列見出しの開始行」フィールドに「3」と入力し、Enter キーを押します。データプレビューの列見出し
が更新されます。最初のデータ行の値は4に更新されます。

6. 設定をこのワークシートに対してのみ保存します。

– ウィンドウの左下にある［すべてのワークシートに使用］チェックボックスをオフにします。

– ウィンドウの右上で「Ungrouped Team Results」を選択します。

7. ［次へ］をクリックして他の読み込み設定を変更します。

8. 空白の列5を削除するには、［データの最終列］フィールドに「4」と入力し、Enterキーを押します。デー
タプレビューが更新されます。

9. ［読み込み］をクリックします。スプレッドシートが指定した形式に変換されます。

Excelファイルを JMPに読み込む際、JMPは列名が存在するかどうかと、その列名が1行目にあるかどうか
を推測します。次のような場合は、コピーして貼り付ける方法を推奨します。

• 列名が1行目以外の行にある場合

• ファイルに列名が含まれておらず、データが1行目から始まっていない場合

• ファイルに列名が含まれていて、データが2行目から始まっていない場合

Excelファイルの読み込みの詳細については、 「データのコピーと貼り付け」（41ページ）および『JMPの使
用法』を参照してください。

例 : テキストファイルの読み込み

テキストファイルを読み込む方法の1つは、対象となるデータのレイアウトをあらかじめ設定しておいて、そ
の後、テキストデータを読み込む方法です。この方法であらかじめ設定しておく項目は、「環境設定」で指定
できます。テキストの読み込みに関する環境設定の詳細については、『JMPの使用法』を参照してください。

テキストファイルを読み込むもう1つの方法は、テキストのプレビューウィンドウを使用して、データテーブ
ルが読み込み後にどうなるのかを確認しながら調整する方法です。次の例では、テキスト読み込みのプレ
ビューウィンドウの使用方法を紹介します。
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1. ［ファイル］>［開く］を選択します。

2. 「Samples」フォルダ配下の「Import Data」フォルダに移動します。

3. 「Animals_line3.txt」を選択します。

4. 「データファイルを開く」ウィンドウの下部で、［データとしてプレビューで開く］を選択します。

5. ［開く］をクリックします。

図2.2 最初に表示されるプレビューウィンドウ

このテキストファイルには、1行目にタイトル、3行目に列名があり、データ自体は4行目から始まっていま
す。このファイルを JMPで直接開くと、「Animals Data」という行が最初の列名になり、すべての列名とそ
の後に続くデータは適切に表示されません。プレビューウィンドウでは、ファイルを開く前に設定を調整する
ことができ、また、調整後の最終的なデータテーブルがどのようになるかを確認できます。

6. 「次の行に列名を含む」フィールドに「3」と入力します。

7. 「データの開始行」フィールドに「4」と入力します。

8. ［次へ］をクリックします。

2番目のウィンドウで、読み込み対象から除外する列を選択し、列の尺度を変更できます。この例では、
デフォルトの設定をそのまま使用します。

9. ［読み込み］をクリックします。
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新しいデータテーブルには、「species」、「subject」、「miles」、「season」という名前の列があります。
「species」と「season」は文字データの列です。「subject」と「miles」は連続尺度の数値データの列です。

データの入力
データテーブルにデータを直接入力することもできます。次の例では、数か月にわたって収集したデータを
データテーブルに入力する方法を紹介します。

シナリオ

表2.1は、高血圧の新薬に対する臨床試験データです。各被験者の血圧を6か月間にわたり測定しました。2つ
の用量（300mgと450mg）の投与群と、対照群および偽薬群に分けて観察されています。データは、各群の
平均血圧を示しています。

新規データテーブルへのデータの入力
1. ［ファイル］>［新規作成］>［データテーブル］を選択して、空のデータテーブルを作成します。

新しいデータテーブルには列が1つあり、行はありません。

2. 列名をクリックして列を選択し、もう一度クリックして名前を編集します。

注 : 2回目のクリックが速すぎると、列情報のウィンドウが表示されます。このウィンドウでも列名を変更で
きます。

3. 列名を「月」に変更します。図2.3を参照してください。

表2.1 血圧データ

月 対照群 偽薬群 300mg 450mg

三月 165 163 166 168

四月 162 159 165 163

五月 164 158 161 153

六月 162 161 158 151

七月 166 158 160 148

八月 163 158 157 150
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図2.3 列名の入力

4. ［行］>［行の追加］を選択します。

「行の追加」ウィンドウが表示されます。

5. 6行追加する必要があるため、「6」と入力します。

6. ［OK］をクリックします。空の行が6つ、データテーブルに追加されます。

7. 各セルをダブルクリックして、「月」のデータを入力します。

図2.4 完成した「月」列

「列」パネルで、列名の左側にある尺度アイコンを確認します。「月」が名義尺度になったことを反映してアイ
コンが変化しています（変化前は連続尺度）。図2.3で「列1」に対して表示されている尺度と、図2.4で「月」
に対して表示されている尺度を比較してください。この違いは重要です。詳細については、「列情報の表示ま
たは変更」（51ページ）で説明します。

8. 「月」列の右側のスペースをダブルクリックし、「対照群」用の列を追加します。

9. 名前を「対照群」に変更します。

10.「対照群」のデータを表2.1に示されているとおりに入力します。これで、データテーブルは6行2列構成
になりました。

11. 引き続き列を追加し、表2.1に示されているとおりにデータを入力して、最終的に6行5列から成るデータ
テーブルを作成します。

データテーブル名の変更

1. テーブルパネルでデータテーブル名（「無題」）をダブルクリックします。

2. 新しい名前（「血圧」）を入力します。

列を 1回クリックして選択。 もう一度クリックして「月」と入力。

「列」パネル

尺度アイコン
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図2.5 データテーブル名の変更

データテーブルの操作
ここでは、次の情報を取り上げます。

• 「データの入力」（46ページ）

• 「値の選択、選択解除、検索」（48ページ）

• 「列情報の表示または変更」（51ページ）

• 「データのフィルタ処理」（55ページ）

• 「計算式による値の計算」（53ページ）

データの入力
一度にいくつかのセル、または列全体に対して、データを入力または変更できます。ここでは、次の情報を取
り上げます。

• 「値の変更」（46ページ）

• 「値の再コード化」（47ページ）

• 「パターンをもつデータの作成」（47ページ）

ここでは、会社情報のサンプルデータ「Companies.jmp」を用います。読み進める前に、このデータテーブ
ルを開いてください。

値の変更

値を変更するには、セルを選択した後、変更後の値を入力します。セルをダブルクリックして編集することも
できます。

注 : セルをダブルクリックした場合の動作は、セルを選択した場合とは異なります。1回だけクリックした場
合は、セルが選択されます。セルの選択においては、複数のセルを同時に選択し、選択したセル範囲に対して
特定の操作を実行することもできます。ダブルクリックした場合は、そのセルを編集できるようになるだけで
す。行、列、セルの選択方法の詳細については、「値の選択、選択解除、検索」（48ページ）を参照してください。

ここをダブルクリックして新しい名前を入力。
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値の再コード化

再コード化を用いると、列の値を一度に変更できます。たとえば、コンピュータ関連企業と製薬会社の売上を
比較するとしましょう。現在、業種のデータは「Computer」と「Pharmaceutical」になっています。これ
らを「Technical」と「Drug」に変更します。32行のデータをすべて調べて、値を1つ1つ変更していくの
は非効率で単調である上、データが多い場合には誤入力する可能性もあります。値を1つ1つ変更するよりも、
再コード化した方が得策です。

1. 「タイプ」列の見出しを1回クリックして列を選択します。

2. ［列］>［再コード化］を選択します。

3. 「再コード化」ウィンドウで、「新しい値」ボックスに目的の値を入力します。この例では、「Computer」
の行に「Technical」と入力し、「Pharmaceutical」の行に「Drug」と入力します。

4. メニューから［値の置換］オプションを選択します。

図2.6「再コード化」ウィンドウ

5. ［OK］をクリックします。

すべてのセルが自動的に新しい値に更新されます。

パターンをもつデータの作成

［初期値を埋める /挿入］を用いると、特定のパターンをもつデータを入力できます。［初期値を埋める /挿入］
の各オプションは、データテーブルが大きく、各行への値の入力に手間がかかる場合に特に便利です。

例 : 列へのパターンの入力

1. 新しい列を追加します。

2. 最初のセルに「1」、2番目のセルに「2」、3番目のセルに「3」と入力します。

3. 3つのセルを選択し、選択したセル範囲内の任意の位置を右クリックしてメニューを表示します。

4. ［初期値を埋める /挿入］>［テーブルの最後までシーケンスを繰り返す］を選択します。

列の残りのセルに同じ連番（1、2、3、1、2、3...）が繰り返し挿入されます。

連番を繰り返す代わりに、連番を継続する場合は（1、2、3、4、5、6...）、［テーブルの最後までシーケンスを
継続する］を選択します。このコマンドは、（1、1、1、2、2、2、3、3、3...）のようなパターンを作る場合
にも使用できます。

［初期値を埋める /挿入］のオプションでは、単純な等差数列や等比数列が認識されます。ただし、文字データ
に対しては、値を繰り返すことだけしか行えません。
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値の選択、選択解除、検索
データテーブル内の行、列、またはセルは選択できます。たとえば、既存のデータテーブルのサブセットを作
成したい場合（テーブルの一部分を抽出したい場合）は、まず抽出したい一部分を選択する必要があります。
また、行を選択して、グラフ上で該当するデータ点を強調表示することも可能です。行や列をクリックして手
動で選択したり、特定の検索条件に一致する行を選択したりできます。ここでは、次の情報を取り上げます。

• 「行の選択と選択解除」（48ページ）

• 「列の選択と選択解除」（49ページ）

• 「セルの選択と選択解除」（49ページ）

• 「値の検索」（50ページ）

行の選択と選択解除

図2.7 行の選択解除

表2.2 行の選択と選択解除

目的 操作

行を一度に1つずつ選択する 目的の行番号をクリックします。

隣接する複数の行を選択する 開始行の行番号をクリックし、最終行の行番号までドラッグしま
す。

または

開始行を選択してから、Shiftキーを押しながら最終行の行番号
をクリックします。

隣接していない複数の行を選択する 開始行を選択してから、Ctrlキーを押しながら他の行番号を選択
していきます。

行を一度に1つずつ選択解除する Ctrlキーを押しながら行番号を選択していきます。

すべての行を選択解除する テーブルの左上隅にある下側の三角形のスペースをクリックし
ます。図2.7を参照してください。

すべての行を一度に選択解除
するには、ここをクリック。
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列の選択と選択解除

図2.8 列の選択解除

セルの選択と選択解除

表2.3 列の選択と選択解除

目的 操作

列を一度に1つずつ選択する 目的の列見出しをクリックします。

隣接する複数の列を選択する 開始列の列見出しをクリックし、最終列の見出しまでドラッグ
します。

または

開始列を選択してから、Shiftキーを押しながら最終列の見出
しをクリックします。

隣接していない複数の列を選択する 開始列を選択してから、Ctrlキーを押しながら他の列見出し
を選択していきます。

列を一度に1つずつ選択解除する Ctrlキーを押しながら列見出しを選択していきます。

すべての列を選択解除する テーブルの左上隅にある上側の三角形のスペースをクリック
します。図2.8を参照してください。

すべての列を一度に選択解除
するには、ここをクリック。

表2.4 セルの選択と選択解除

目的 操作

セルを一度に1つずつ選択する 各セルを個別にクリックします。

隣接する複数のセルを選択する 開始セルをクリックし、最終セルまでドラッグします。

または

開始セルを選択してから、Shiftキーを押しながら最終セルを
クリックします。
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値の検索

行数が非常に多いデータテーブルでは、テーブルをスクロールして特定のセルを見つけるのは至難の業です。
特定のデータを探す場合は、検索機能で見つけることができます。検索条件に一致するデータが見つかった場
合は、該当セルが選択され、データグリッドがスクロールしてそのセルがウィンドウに表示されます。たとえ
ば、会社情報のサンプルデータ「Companies.jmp」には、総売上が11,899ドルの会社の情報が含まれていま
す。そのセルを検索するには、検索機能を使用します。

例 : 値の検索

1. ［編集］>［検索］>［検索］を選択して、検索ウィンドウを開きます。

2. 「検索する文字列」ボックスに「11899」と入力します。

3. ［検索］をクリックします。「11899」が数値として入力された最初のセルが検索され、選択されます。

検索条件に一致するセルが複数ある場合は、［検索］を再度クリックすると、検索文字列に一致する次のセル
が検索されます。

検索条件を満たす複数の行を一度に検索することもできます。

例 : 中規模企業の行をすべて選択する

1. ［行］>［行の選択］>［Where条件で選択］を選択して、「行の選択」ウィンドウを開きます。

2. 左側の列のリストボックスで、「会社規模」を選択します。

3. 右側のテキストボックスに「medium」と入力します。

4. ［OK］をクリックします。

隣接していない複数のセルを選択する 開始セルを選択してから、Ctrlキーを押しながら他のセルを
選択していきます。

すべてのセルを選択解除する テーブルの左上隅にある上側および下側の三角形のスペース
をクリックします。

表2.4 セルの選択と選択解除

目的 操作
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図2.9「行の選択」ウィンドウ

「会社規模」が「medium」に等しい行がすべて選択されます。全部で7行です。

列情報の表示または変更
列に関する情報は、列内のデータに限りません。データタイプ、尺度、表示形式、計算式も設定できます。

列の特性を表示または変更するには、列見出しをダブルクリックします。または、列見出しを右クリックし、
［列情報］を選択します。列情報のウィンドウが表示されます。

目的の列をここで選択 検索条件をここに入力
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図2.10 列情報のウィンドウ

v

表2.5 列情報

オプション 説明

列名 列名を入力または変更します。2つの列に同じ名前を指定することはできま
せん。

データタイプ 次のデータタイプのいずれか1つを選択します。

• ［数値］は、列の値を数値として指定します。

• ［文字］は、列の値を数値以外の値（文字や記号など）として指定します。

• ［行の属性］は、列の値を行の属性として指定します。これは上級ユーザ
向けの内容です。『JMPの使用法』を参照してください。

尺度 尺度は、分析時に値をどのように使用するかを定義します。次のいずれかの尺
度を選択します。

• ［連続尺度］の値は、数値のみです。

• ［順序尺度］の値は、順序に意味のある数値または文字の質的変数です。

• ［名義尺度］の値は、順序に意味のない数値または文字の質的変数です。
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計算式による値の計算
計算式エディタを使用して、計算された値を含む列を作成できます。

シナリオ

サンプルデータ「On-Time Arrivals.jmp」には、航空会社数社の定刻到着率が記録されています。1999年の
3月、6月、および8月のデータが収集されました。

式の作成

各航空会社の平均定刻到着率を表示する列を新規作成しましょう。

1. 新しい列を追加します。

2. 新しい列の列見出しを右クリックし、［計算式］を選択します。計算式エディタウィンドウが表示されます。

表示形式 数値の形式を選択します。このオプションは、文字データでは使用できませ
ん。以下は、一般的な表示形式です。

• ［最適］を指定すると、最適な表示形式が自動的に選択されます。

• ［固定小数点］では、小数点以下の表示桁数を指定します。

• ［日付］では、日付値に対する表示形式を指定します。

• ［時間］では、時間値に対する表示形式を指定します。

• ［通貨］では、通貨の種類と、通貨値の小数点以下の表示桁数を指定します。

列プロパティ 計算式、ノート、値の順序など、列の特別なプロパティを設定します。『JMP

の使用法』を参照してください。

ロック 列の値が変更されないように、該当列をロックします。

表2.5 列情報（続き）

オプション 説明
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図2.11 計算式エディタ

各航空会社の平均定刻到着率を算出する式を作成します。

3. 「テーブル列」リストから「1999年3月」を選択します。

4. キーパッドの  ボタンをクリックします。

5. 「1999年6月」を選択し、もう一度  記号をクリックします。

6. 「1999年8月」を選択します。

図2.12 月の和

「1999年8月」だけが選択されている（赤いボックスで囲まれている）点に注意してください。

7. 式全体を囲んでいるボックスをクリックします。

図2.13 式全体が選択された状態

8.  ボタンをクリックします。

テーブル列 キーパッド 関数

赤いボックスが表示
されない場合は、ここ
をクリックして表示。
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9. 分母ボックスに「3」と入力してから、式の外側の白いスペースをクリックします。

図2.14 完成した式

10.［OK］をクリックします。

新しい列に平均値が表示されます。

計算式エディタには、多くの算術関数と統計関数が用意されています。たとえば、平均定刻到着率を計算する
別の方法として、「統計」関数リストの「Mean( )」関数を使用することもできます。計算式エディタのすべて
の関数の詳細については、『JMPの使用法』を参照してください。

データのフィルタ処理
［データフィルタ］を使用すると、データの様々なサブセット（一部分）を対話的に選択し、これらのサブセッ
トをプロット上で非表示にしたり、分析から除外したりできます。たとえば、コンピュータ関連企業
（「Computer」）と製薬会社（「Pharmaceutical」）の従業員一人あたりの利益を検討してみましょう。

1. 会社情報のサンプルデータ「Companies.jmp」テーブルを開きます。

2. ［分析］>［一変量の分布］を選択します。

3. 「従業員一人あたりの利益」を選択し、［Y, 列］をクリックします。

4. ［OK］をクリックします。

5. 「従業員一人あたりの利益」の赤い三角ボタンをクリックし、メニューから［表示オプション］>［横に並
べる］を選択します。

図2.15「従業員一人あたりの利益」の一変量の分布
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6. 「一変量の分布」の赤い三角ボタンをクリックし、メニューから［スクリプト］>［自動再計算］を選択し
て自動再計算をオンにします。

このオプションがオンの場合、変更（データ点の非表示または除外など）を加えるたびに、レポートウィ
ンドウが自動的に更新されます。

7. ［行］>［データフィルタ］を選択します。

8. 「タイプ」を選択し、［追加］をクリックします。

9. ［選択］チェックボックスをオフにし、［含める］チェックボックスをオンにします。

10. 製薬会社を「一変量の分布」の結果から除外し、コンピュータ関連企業だけを含める場合は、「データフィ
ルタ」ウィンドウで［Computer］ボタンをクリックします。

一変量の分布の結果において、コンピュータ関連企業だけが含まれるように更新されます。

図2.16 コンピュータ関連企業だけを表示するフィルタ

反対に、「一変量の分布」の結果に、製薬会社だけを含める場合は、「データフィルタ」ウィンドウで
［Pharmaceutical］ボタンをクリックします。

［Computer］ボックスをクリックして、
コンピュータ関連企業だけを「一変量の
分布」の結果に含める。

グラフおよび統計量のレポート
は、選択された行だけが含まれ
るように自動的に更新される。
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データの加工
「テーブル」メニューのコマンド群（および［分析］メニューの［表の作成］）には、要約統計量を求めたり、
データテーブルを加工してグラフ作成や分析に必要な形式に変換したりするものがあります。ここでは、これ
らのコマンドの中から5つを紹介します。

要約 要約統計量 (記述統計量 ) を含むテーブルを作成します。

表の作成 ドラッグ＆ドロップのマウス操作によって、要約統計量の表を作成できます。

サブセット データのサブセット (一部分）だけを抽出したテーブルを作成します。

結合 (Join) 2つのデータテーブルのデータを結合し、新しい1つのデータテーブルを作成します。

並べ替え 1つまたは複数の列を基準に、データを並べ替えます。

上記を含む「テーブル」メニューのコマンドの詳細については、『JMPの使用法』を参照してください。

要約統計量の要求
合計や平均などの要約統計量を求めると、データに関する有用な情報をすばやく確認できます。たとえば、32

社それぞれの利益を見るだけでは、会社規模による利益の違いを把握するのは困難です。要約統計量を求めれ
ば、会社規模による違いをすぐに確認できます。

［要約］コマンドまたは［表の作成］コマンドのいずれかによって、要約表を作成できます。［要約］コマンド
では、新しいデータテーブルが作成されます。他のデータテーブルと同様に、要約データテーブルに対しても
分析を実行したり、グラフを作成できたりします。［表の作成］コマンドでは、要約表が表示されたレポート
ウィンドウが作成されます。「表の作成」レポートからテーブルを作成することもできます。

要約

要約テーブルには、グループ変数の水準ごとに要約統計量が表示されます。たとえば、コンピュータ関連企業
と製薬会社の財務データを検討してみます。会社のタイプと規模の組み合わせごとに、平均売上と平均利益を
求めるものとします。

1. 会社情報のサンプルデータ「Companies.jmp」テーブルを開きます。

2. ［テーブル］>［要約］を選択します。

3. 「タイプ」と「会社規模」を選択し、［グループ］をクリックします。

4. 「売上 ($M)」と「利益 ($M)」を選択し、［統計量］>［平均］をクリックします。
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図2.17 設定後の「要約」ウィンドウ

5. ［OK］をクリックします。

「タイプ」と「会社規模」の組み合わせごとに、「売上 ($M)」の平均と「利益 ($M)」の平均が計算されます。

図2.18 要約テーブル
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要約テーブルには、次の情報が表示されます。

• 各グループ変数（この例では、「タイプ」と「会社規模」）の列があります。

• 「行数」列には、グループ変数の各組み合わせに対応する、元のテーブルの行数が表示されます。たとえ
ば、元のデータテーブルには、小規模（small）なコンピュータ関連企業（Computer）に対応する行が
14行あります。

• 要求された要約統計量ごとに1つずつ列があります。この例では、「売上 ($M)」の平均の列と、「利益 ($M)」
の平均の列があります。

要約テーブルは、元のテーブルとリンクしています。要約テーブルで行を選択すると、元のテーブルでも対応
する行が選択されます。

表の作成

［表の作成］コマンドでは、作業スペースに列をドラッグする操作方法により、グループ変数の組み合わせご
との要約統計量を求めることができます。この例では、先ほど［要約］を使用して作成した要約情報と同じも
のを、［表の作成］を使用して求める方法を紹介します。

1. 会社情報のサンプルデータ「Companies.jmp」テーブルを開きます。

2. ［分析］>［表の作成］を選択します。
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図2.19「表の作成」作業スペース

3. 「タイプ」と「会社規模」の両方を選択します。

4. 両者を「行のドロップゾーン」にドラッグ＆ドロップします。

図2.20 列を行ゾーンにドラッグ
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5. 見出しを右クリックし、 ［グループ変数を入れ子にする］を選択します。

最初に表示される表には、グループごとの行数が示されます。

図2.21 最初に表示される表

6. 「売上 ($M)」と「利益 ($M)」の両方を選択し、表の「N」の上にドラッグ＆ドロップします。

図2.22「売上」と「利益」の追加

表には、グループごとの「売上 ($M)」の合計と、「利益 ($M)」の合計が表示されます。最後に、合計値を
平均値に変更します。

図2.23 合計を示す表

7. 「合計」（いずれか）を右クリックし、［統計量］>［平均］を選択します。
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図2.24 最終的な表

平均値は、［要約］コマンドで得た値と同じです。図2.24と図2.18を比較してください。

サブセットの作成
サブセットを作成することにより、データテーブルの一部分だけを綿密に検討することができます。たとえ
ば、コンピュータ関連企業と製薬会社の売上と利益に関して、大中小の会社規模での比較はすでに行ったとし
ましょう。次に、中企業（「medium」）だけの売上と利益を検討したいとします。

サブセットは2段階で作成します。まず、対象となるデータを選択してから、そのデータを新しいテーブルに
抽出します。

［サブセット］コマンドによるサブセットの作成
1. 会社情報のサンプルデータ「Companies.jmp」テーブルを開きます。

サブセットにする行と列を選択する

2. ［行］>［行の選択］>［Where条件で選択］を選択します。

3. 左側の列のリストボックスで、「会社規模」を選択します。

4. テキスト入力ボックスに「medium」と入力します。

5. ［OK］をクリックします。

6. 「タイプ」列、「売上 ($M)」列、「利益 ($M)」列を選択します。

サブセットテーブルを作成する

7. ［テーブル］>［サブセット］を選択して、「サブセット」ウィンドウを開きます。
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図2.25「サブセット」ウィンドウ

8. 選択した列だけをサブセットするには、［選択されている列］を選択します。さらにオプションを選択し
て、サブセットテーブルをカスタマイズすることもできます。

9. ［OK］をクリックします。

サブセットした結果のデータテーブルは、7行3列になります。［サブセット］コマンドの詳細については、
『JMPの使用法』を参照してください。

「一変量の分布」プラットフォームでのサブセットの作成

プラットフォームの結果がデータテーブルとリンクしていることを利用して、サブセットを作成する方法もあ
ります。

例 : ［一変量の分布］コマンドを使用したサブセットの作成

1. 会社情報のサンプルデータ「Companies.jmp」テーブルを開きます。

2. ［分析］>［一変量の分布］を選択します。

3. 「タイプ」を選択し、［Y, 列］をクリックします。

4. ［OK］をクリックします。

5. 「Computer」を表すヒストグラムの棒をダブルクリックすると、コンピュータ関連企業だけを含むテー
ブルが作成されます。
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警告 : この方法でサブセットされた結果のデータテーブルは、元のテーブルとリンクしています。つまり、サ
ブセットされたテーブルでデータを変更した場合は、元のテーブルでも対応する値が変更されます。

データテーブルの結合
［結合 (Join)］オプションを使用して、複数のデータテーブルを1つのデータテーブルに結合できます。たと
えば、ポップコーン収率に関する実験結果を記録したデータテーブルがあるとしましょう。また、別のデータ
テーブルには、ポップコーン収率の2回目の実験結果が記録されているとします。2つの実験を比較したり、
組み合わせて分析したりする場合は、これらのデータを同じテーブルにまとめる必要があります。また、実験
データは、2つのデータテーブルに同じ規則で入力されているわけではありません。列の1つは両テーブルで
名前が異なっており、第2実験についてはデータの一部が欠測値になっています。つまり、片方のテーブルか
らもう片方のテーブルに単純にコピー＆ペーストすることはできません。

例 : 2つのデータテーブルの結合

1. 「Trial1.jmp」と「Little.jmp」の各データテーブルを開きます。

2. 「Trial1.jmp」をクリックして、このデータテーブルをアクティブにします。

3. ［テーブル］>［結合 (Join)］を選択します。

4. 「'Trial1'と結合するテーブル」ボックスで、「Little」を選択します。

5. ［対応の指定］メニューから［対応する列の値で結合］を選択します。

6. 「元の列」にある両方のボックスで「コーンの種類」を選択し、［対応］をクリックします。

7. 同じ要領で、両方のボックスで「一回にポップする量」、および「油の量」と「油」を選択し、対応させます。

対応する列が同じ名前である必要はありません。

8. 両方のテーブルに対して［一致しない行も含める］チェックボックスをオンにします。

片方の実験データは不完全であるため、不足データも含め、すべての列を含める必要があります。

9. 重複列ができないように、［テーブル結合のために列を選択］チェックボックスをオンにします。

10.「Trial1」から4列すべてを選択し、［選択］をクリックします。

11.「Little」からは「収率」だけを選択して［選択］をクリックします。
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図2.26 設定後の「結合 (Join)」ウィンドウ

12.［OK］をクリックします。
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図2.27 結合後のテーブル

テーブルの並べ替え
［並べ替え］コマンドを使用して、データテーブルの1つまたは複数の列を基準に、データを並べ替えること
ができます。たとえば、コンピュータ関連企業と製薬会社の財務データを検討してみます。第1基準を「タイ
プ」、第2基準を「利益 ($M)」として、データテーブルを並べ替えてみます。ここでは、「タイプ」内における
「利益 ($M)」の並び順を、降順にします。

1. 会社情報のサンプルデータ「Companies.jmp」テーブルを開きます。

2. ［テーブル］>［並べ替え］を選択します。

3. 「タイプ」を選択して［By］をクリックし、「タイプ」を並べ替えに用いる変数に割り当てます。

4. 「利益 ($M)」を選択して［By］をクリックします。

この時点で、両方の変数は昇順で並べ替える設定になっています。図2.28で、変数の横に表示されている昇
順アイコンを確認してください。
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図2.28 昇順の並べ替えアイコン

5. 「利益 ($M)」の降順で並べ替えるように変更するには、「利益 ($M)」を選択して、降順ボタンをクリック
します。

図2.29「利益」を降順に変更

「利益 ($M)」の横にあるアイコンが降順アイコンに変化します。

6. ［テーブルの置換］チェックボックスをオンにします。

［テーブルの置換］チェックボックスをオンにすると、並べ替え後の結果が新しいテーブルとして作成さ
れるのではなく、元のデータテーブル自体が並べ替えられます。元のデータテーブルから作成されたレ
ポートウィンドウが開いている場合は、このオプションを使用できません。レポートウィンドウが開いて
いるデータテーブルを並べ替えると、それらのレポートウィンドウで表示されている結果（特にグラフ）
に影響する可能性があるからです。

7. ［OK］をクリックします。

データテーブルが「タイプ」のアルファベット順、「タイプ」の中では総利益の降順で並べ替えられます。

昇順アイコン

降順ボタン
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第 3 章

データの視覚化
データのグラフ化

データを視覚化することは、大事な最初の一歩です。この章で説明するグラフは、データから重要な情報を導
き出すのに役立ちます。たとえば、ヒストグラムを見れば、データの分布や範囲が分かり、また、異常なデー
タ点を簡単に発見できます。

この章では、データを視覚化するのに、よく使われるグラフの一部を紹介しています。この章は、JMPで用
意されているグラフィカルツールやプラットフォームの一部を入門者向けに説明しています。単変量の分布や
多変量間の関係を、JMPによって視覚化できます。

図3.1 JMPでのデータの視覚化
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一変数の考察
一変数（単一変量）グラフは、1つの変数について1つずつ詳しく検討するときに用います。データの検討を
始めるにあたっては、変数間の関係を調べる前に、各変数1つずつについて理解しておくことが重要です。一
変量のグラフは、1変数ごとに視覚化します。

このセクションでは、一変量の分布を示す2つのグラフを紹介します。

• 「ヒストグラム」（71ページ）では、連続変数を扱います。

• 「棒グラフ」（73ページ）では、カテゴリカル変数を扱います。

これら両方のグラフは、「一変量の分布」プラットフォームで作成します。「一変量の分布」は、各変数をグラ
フで示し、各変数の理解に役立つ統計量を表示します。

ヒストグラム
ヒストグラムは、連続変数の分布を理解するのに最も役に立つグラフの一つです。ヒストグラムでは、次の情
報を確認できます。

• 平均とばらつき 

• 最小値や最大値 

図3.2 ヒストグラムの例

シナリオ

この例では、企業数社の利益に関するデータを記録した「Companies.jmp」データテーブルを使用します。

証券アナリストは、次の点を調査する必要があります。

• 概ね、各企業の利益はどれくらいか

• 平均利益はどれくらいか

• 他社と比較して利益が極端に多いまたは少ない企業があるか

回答を導き出すには、「利益 ($M)」のヒストグラムを使用します。
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ヒストグラムの作成
1. 会社情報のサンプルデータ「Companies.jmp」テーブルを開きます。

2. ［分析］>［一変量の分布］を選択します。

3. 「利益 ($M)」を選択し、［Y, 列］をクリックします。

図3.3「利益 ($M)」の「一変量の分布」ウィンドウ

4. ［OK］をクリックします。

図3.4「利益 ($M)」のヒストグラム

ヒストグラムの解釈

このヒストグラムから、次のことがわかります。

• 大半の企業の利益は -1000ドルから1500ドルの範囲に収まっている。

1つを除くすべての棒がこの範囲に収まっています。また、多くの企業の利益は、0ドルから500ドルの範
囲に集中しています。この範囲を表す棒が、他の棒よりも長くなっています。

• 平均利益は500ドルより若干少ない程度である。

箱ひげ図のなかに表示されているひし形の中央が、平均を示します。この例では、平均は500ドルの目盛
りの少し下になっています。

ヒストグラム

箱ひげ図
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• 1 社が他社と比べて著しく高い利益を上げており、外れ値である可能性が高い。外れ値とは、他のデータ
点が示す一般的なパターンから飛び離れたデータ点のことです。

この例では、外れ値は、ヒストグラム上部の非常に短い1つの棒で示されています。この棒は短く、小さ
なグループ（この場合は1社）を表しており、ヒストグラムの他の棒から大きく離れています。

ヒストグラムの他に、このレポートには次の情報が表示されています。

• 箱ひげ図。同じデータを別の形でグラフィカルに示した要約プロットです。箱ひげ図の詳細については、
『グラフ機能』を参照してください。

• 「分位点」レポートと「要約統計量」レポート これらのレポートについては、「データの分析」の章の「分
布の分析」（109ページ）で説明します。

ヒストグラムの操作

JMPのデータテーブルとレポートはすべてリンクしています。ヒストグラムの棒をクリックすると、データ
テーブル内の対応する行が選択されます。

棒グラフ
棒グラフによって、カテゴリカル変数の分布を視覚化できます。棒グラフはヒストグラムに似ています。両者
とも、変数の水準ごとに棒を描きます。ただし、棒グラフは変数の水準ごとに棒を描くのに対して、ヒストグ
ラムは特定の範囲ごとに棒を描きます。

図3.5 棒グラフの例

シナリオ

この例では、会社情報のサンプルデータ「Companies.jmp」を使用します。このデータには、数社の企業に
関して、会社規模とタイプの情報が含まれています。

証券アナリストは、次の点を調査する必要があります。

• どの企業タイプが最も一般的か

• どのくらいの規模の企業が一番多いか

回答を導き出すには、「タイプ」と「会社規模」の棒グラフを使用します。
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棒グラフの作成
1. 会社情報のサンプルデータ「Companies.jmp」テーブルを開きます。

2. ［分析］>［一変量の分布］を選択します。

3. 「タイプ」と「会社規模」を選択し、［Y, 列］をクリックします。

4. ［OK］をクリックします。

図3.6「タイプ」と「会社規模」の棒グラフ

棒グラフの解釈

この棒グラフから、次のことがわかります。

• 製薬会社よりもコンピュータ関連企業の方が多い。

製薬会社（「Pharmaceutical」）の棒よりも、コンピュータ関連企業（「Computer」）の棒のほうが長く
なっています。

• 小規模企業が多い。

小規模（「small」）の棒が、中規模（「medium」）もしくは大規模（「big」）の棒よりも長くなっています。

一緒に出力されている要約のレポートを見ると、詳細な度数がわかります。このレポートについては、「デー
タの分析」の章の「カテゴリカル変数の分布」（111ページ）で説明します。

棒グラフ

要約情報
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棒グラフの操作

ヒストグラムの場合と同様に、個々の棒をクリックすると、データテーブル内で該当行が強調表示されます。
複数のグラフが作成された場合、1つの棒グラフで棒をクリックすると、他の棒グラフでも対応する個所が強
調表示されます。

たとえば、製薬会社の会社規模の分布を確認しましょう。「タイプ」の棒グラフの「Pharmaceutical」棒をク
リックすると、「会社規模」の棒グラフで製薬会社に相当する部分が強調表示されます。 図3.7から、このデー
タ全体では小規模企業が多いものの、製薬会社の多くは中規模または大規模であることがわかります。

なお、データテーブルでも対応する行が選択されます。

図3.7 棒のクリック

多変数の考察
2変数以上の関係やパターンを視覚化するには、多変量のグラフを使用します。この節では、次のグラフを取
り上げます。

この棒をクリックすると、他のグラフでも対応するデータが選択される。

表3.1 複数個の変数を扱うグラフ

「散布図」（76ページ） 散布図を使用して、2つの連続変数を比較します。

「散布図行列」（79ページ） 散布図行列は、複数の連続変数のペアにおける関係を調べるときに
用います。

「並列箱ひげ図」（82ページ） 並列箱ひげ図は、1つのカテゴリカル変数と1つの連続変数との関係
を調べるときに用います。
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散布図
散布図は、多変量のグラフの中で一番シンプルなものです。散布図によって、2つの連続変数の関係を判断し
たり、2つの連続変数に相関があるかどうかを検討できます。相関とは、2つの変数がどれぐらい関係してい
るかを示す指標です。2変数間の相関が強い場合、片方の変数が他方の変数に影響を与えている可能性があり
ます。もしくは、第3の変数によって両変数が同じように影響を受けている可能性もあります。

図3.8 散布図の例

シナリオ

この例では、会社情報のサンプルデータ「Companies.jmp」を使用します。このデータには、数社の企業に
関して、売上げと従業員数の情報が含まれています。

証券アナリストは、次の点を調査する必要があります。

• 売上と従業員数の間にどのような関係があるか

• 売上高は従業員数に比例して伸びるか

「重ね合わせプロット」（85ページ） 重ね合わせプロットは、X軸上のある1変数に対して、Y軸上に1つ
または複数の変数をプロットします。重ね合わせプロットは、時間
経過に対する複数の変数の変化を比較できるため、X変数が時間で
ある場合に特に役立ちます。

「変動性図」（88ページ） 変動性図は、1つのY連続変数と、複数のカテゴリカルなX変数の関
係を調べるときに用います。変動性図は、複数のX変数から構成さ
れる組み合わせに対して、平均の差やばらつきを示します。

「グラフビルダー」（91ページ） グラフビルダーでは、グラフを対話的に作成および変更できます。

「バブルプロット」（96ページ） バブルプロットは、バブルの色やサイズなどにより、同時に最大5つ
の変数を表現する特殊な散布図です。時間の変数がある場合は、プ
ロットを動画にして、他の変数の時間的変化を確認できます。

表3.1 複数個の変数を扱うグラフ（続き）
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• 従業員数から平均売上高を予測できるか

回答を導き出すには、「売上 ($M)」と「従業員数」の散布図を使用します。

散布図の作成
1. 会社情報のサンプルデータ「Companies.jmp」テーブルを開きます。

2. ［分析］>［二変量の関係］を選択します。

3. 「売上 ($M)」を選択し、［Y, 目的変数］をクリックします。

4. 「従業員数」を選択し、［X, 説明変数］をクリックします。

図3.9「二変量の関係」ウィンドウ

5. ［OK］をクリックします。

図3.10「売上 ($M)」と「従業員数」の散布図
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散布図の解釈

図の右上に点がぽつんと1つあることから、1社だけ従業員数が多く、売上も抜きん出ていることがわかりま
す。この1点が他のデータ点から離れているせいで、残りの企業における関係が分かりづらくなっています。
次の手順に従って、図からこの点を削除し、図を作成し直します。

1. 該当する点をクリックして選択します。

2. ［行］>［非表示かつ除外］を選択します。該当するデータ点が非表示になり、計算の対象から外されます。

注 : 非表示と除外の違いは非常に重要です。点を非表示にした場合、その点はグラフから削除されますが、統
計計算では引き続き使用されます。点を除外した場合は、この点は統計計算の対象から外されますが、グラフ
からは削除されません。点を除外し、さらに非表示にすると、すべての計算で対象外となり、すべてのグラフ
上からも削除できます。

3. 外れ値を除いて散布図を再作成するには、「二変量の関係」の赤い三角ボタンをクリックして、メニュー
から［スクリプト］>［分析のやり直し］を選択します。元のレポートウィンドウは閉じてもかまいません。

図3.11 外れ値を削除した散布図

更新後の散布図から、次のことがわかります。

• 売上と従業員数の間には関係がある。

データ点は特定のパターンを示しています。データ点は、グラフ上で無関係に散らばっているわけではあ
りません。ほとんどのデータ点の近くを通る直線を対角線上に引くことができます。

• 売上高は従業員数に伴って増え、直線関係が成り立っている。

データ点の近くを通るような直線を引くと、左下から右上に伸びる直線になります。直線の傾きから、従
業員数が増加すると（X軸の左から右に移動すると）、売上も増加する（Y軸の下から上に移動する）こと
がわかります。ほとんどのデータ点の近くを直線が通っているため、これら2変数の関係は直線関係であ
ると言えます。なお、データ点の近くを通る線が曲線になった場合でも、点にパターンがあるならば「関
係がある」と言えますが、 その関係は「直線関係」ではありません。
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• 従業員数から平均売上を予測できる。

散布図から、従業員数が増加すると、売上も概ね伸びていることがわかります。つまり、従業員数さえ分
かれば、その企業の売上を予測できるでしょう。また、先ほどの直線に基づいて予測を行えるでしょう。
直線による予測は正確ではありませんが、本当の売上を近似したものにはなるでしょう。

散布図の操作

JMPの他のグラフと同様、散布図も対話型です。右下隅の点にマウスを置くと、行番号（この例では28）が
表示されます。

図3.12 点の上にマウスを配置

点をクリックすると、データテーブルでも対応する行が強調表示されます。複数の点を選択するには、次のい
ずれかを実行します。

• マウスをクリックし、目的の点の周りを囲むようにドラッグします。四角形の選択範囲内の点がすべて選
択されます。

• なげなわツールを選択してから、マウスをクリックし、複数の点の周りを囲むようにドラッグします。
なげなわツールでは、不規則な形状の領域を選択できます。

散布図行列
散布図行列は、複数の散布図をグリッド（行列）に整列して表示したものです。各々の散布図は、2変数の関
係を示します。
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図3.13 散布図行列の例

シナリオ

この例では、溶解度のサンプルデータ「Solubility.jmp」を使用します。このテーブルには、72種類の溶質の
溶解度が記録されています。

研究所の技術者は、次の点を調査する必要があります。

• 溶媒のどのペアの間で関係があるか （全部で6ペアある）

• どのペアの関係が一番強いか

回答を導き出すには、4つの溶剤の散布図行列を使用します。

散布図行列の作成
1. 溶解度のサンプルデータ「Solubility.jmp」を開きます。

2. ［グラフ］>［散布図行列］を選択します。

3. 「エーテル」、「クロロフォルム」、「ベンゼン」、「ヘキサン」を選択し、［Y, 列］をクリックします。
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図3.14「散布図行列」ウィンドウ

4. ［OK］をクリックします。

図3.15 散布図行列

散布図行列の解釈

この散布図行列から、次のことがわかります。

• 6つのペアすべてについて、正の相関がある。

片方の変数が増加すると、他方の変数も増加しています。



82 データの視覚化 第 3 章
多変数の考察 はじめてのJMP

• 一番強い関係は、「ベンゼン」と「クロロフォルム」の間に成立している。

「ベンゼン」と「クロロフォルム」の散布図のデータ点が一番、直線に沿って密に分布しています。

散布図行列の操作

1つの散布図で点を選択すると、他のすべての散布図でもその点が選択されます。

たとえば、「ベンゼン」と「クロロフォルム」の散布図で点を選択すると、同じ点が他の5つの散布図でも選
択されます。

図3.16 選択された点

並列箱ひげ図
並列箱ひげ図 (並べて表示した箱ひげ図 ) には、次の情報が示されます。

• 1つのカテゴリカル変数と1つの連続変数の関係

• カテゴリカル変数の水準ごとの連続変数の違い

この点を選択。

同じ点が他の散布図でも選択される。
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図3.17 並列箱ひげ図の例

シナリオ

この例では、鎮痛剤に関するサンプルデータ「Analgesics.jmp」を使用します。このテーブルには、3つの薬
のいずれかを処方された患者の痛みの程度が記録されています。

研究者は、次の点を調査する必要があります。

• 薬によって鎮痛作用の平均に違いはあるか。

• 各薬の鎮痛作用のばらつきに違いはあるか。ばらつきが大きい薬は、ばらつきが小さい薬より信頼性が低
くなります。

これらの回答を導き出すには、「薬」と「痛みの程度」との並列箱ひげ図を表示します。

並列箱ひげ図の作成
1. 鎮痛剤に関するサンプルデータ「Analgesics.jmp」を開きます。

2. ［分析］>［二変量の関係］を選択します。

3. 「痛みの程度」を選択し、［Y, 目的変数］をクリックします。

4. 「薬」を選択し、［X, 説明変数］をクリックします。
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図3.18「二変量の関係」ウィンドウ

5. ［OK］をクリックします。

6. 赤い三角ボタンをクリックして、メニューから［表示オプション］>［箱ひげ図］を選択します。

図3.19 並列箱ひげ図

並列箱ひげ図の解釈

箱ひげ図は、次の原則に従っています。

• 箱のなかを横切る水平線は、中央値を表す。

• データの半分は箱内に収まる。

• 大半のデータは、ひげの端から端までの間に収まる。

• ひげの外側のデータ点は、外れ値の可能性がある。

箱

ひげ
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図3.19の箱ひげ図から、次のことがわかります。

• A薬を処方された患者は、他の薬よりも痛みの程度が小さくなっている。A薬の箱ひげ図は、他の箱ひげ
図と比べて痛みの程度が低くなっています。

• B薬は、A薬やC薬と比べてばらつきが大きい。B薬の箱ひげ図は、他よりも縦幅が長くなっています。

C薬には、他のデータと比べて著しく低い位置にある点が1つあります。この点にマウスを置くと、データ
テーブルの26行目に該当することがわかります。この点は、A薬やB薬のデータの方に似通っているように
見受けられます。26行目のデータは調べたほうがよいでしょう。ひょっとすると、データの記録時に誤入力
があったのかもしれません。

重ね合わせプロット
散布図と同様、重ね合わせプロットは、変数間の関係を示します。ただし、時間変数によって時間経過に伴う
傾向を示したい場合には、散布図よりも有効です。

図3.20 重ね合わせプロットの例

注 : 時間経過に伴うデータをプロットに示すには、グラフビルダー、バブルプロット、管理図、変動性図も使
用できます。グラフビルダーおよびバブルプロットの詳細については、『グラフ機能』を参照してください。
管理図および変動性図の詳細については、『品質と工程』を参照してください。

シナリオ

この例では、3か月間にわたる株価を記録した「Stock Prices.jmp」データテーブルを使用します。

投資家は、次の点を調査する必要があります。

• 過去3か月間に株の終値に変動があるか

これを明らかにするには、時間に対する終値の重ね合わせプロットを描きます。

• 株の高値と安値の間に関係があるか

これを明らかにするには、時間に対する、高値および安値の重ね合わせプロットを描きます。
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まず、最初の疑問に対する重ね合わせプロットを作成し、次に、2つ目の疑問に対する重ね合わせプロットを
作成します。

時間に対する株価の重ね合わせプロットの作成
1. 株価のサンプルデータ「Stock Prices.jmp」を開きます。

2. ［グラフ］>［重ね合わせプロット］を選択します。

3. 「終値」を選択し、［Y］をクリックします。

4. 「日付」を選択し、［X］をクリックします。

図3.21「重ね合わせプロット」ウィンドウ

5. ［OK］をクリックします。

図3.22 時間経過に伴う終値の重ね合わせプロット
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重ね合わせプロットの解釈と操作

この重ね合わせプロットは、過去数か月間において、株の終値が下がっていることを示しています。この傾向
をより詳しく検討するには、点をつないでグリッド線を追加します。

1. 赤い三角ボタンをクリックして、メニューから［欠測値もつなぐ］を選択します。

2. Y軸をダブルクリックします。

3. 目盛り［大］の［グリッド線］チェックボックスをオンにします。

4. ［OK］をクリックします。

図3.23 つないだ点とグリッド線

過去3か月において、株価は上下動しているものの、全体的には下降傾向にあることがわかります。

高値と安値の重ね合わせプロットの作成

重ね合わせプロットを使用して、複数のY変数をプロットできます。たとえば、同じプロットに高値と安値の
両方を表示したいとします。

1. 「時間に対する株価の重ね合わせプロットの作成」（86 ページ）の手順に従い、今回は「高値」と「安値」
の両方を［Y］の役割に割り当てます。

2. 「重ね合わせプロットの解釈と操作」（87ページ）に示すように、点をつないでグリッド線を追加します。
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図3.24 2つのY変数

プロットの下部にある凡例は、グラフの「高値」と「安値」に使用されている色とマーカーを示しています。
この重ね合わせプロットから、「高値」と「安値」の変動が酷似していることがわかります。

疑問に対する回答

2つの重ね合わせプロットから、この例の最初に挙げた2つの疑問に対する回答が得られます。

• 最初のプロットから、株価は一定ではなく、下降傾向にあることがわかります。

• 2番目のプロットから、高値と安値にはさほど大きな差がないことがわかります。つまり、1日の間では株
価にさほど大きな変動はありません。

変動性図
ここまでで説明したグラフでは、X変数を1つだけ指定しました。変動性図を使用すると、複数のX変数に対
して、平均の差、および、ばらつき（変動性）を一度に確認できます。
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図3.25 変動性図の例

シナリオ

この例では、ポップコーン製造業者から得たデータを記録した「Pop Corn.jmp」データテーブルを使用しま
す。コーンの種類、一回にポップする量、油の量の各組み合わせに対して、収率（同量のコーンから製造可能
なポップコーンの量）が計測されています。

ポップコーン製造業者は、次の点を調査する必要があります。

• 各要因のどの組み合わせにおいて、ポップコーンの収率が高くなるか

回答を導き出すには、コーンの種類、一回にポップする量、油の量に対する収率の変動性図を使用します。

変動性図の作成
1. ポップコーンに関するサンプルデータ「Popcorn.jmp」を開きます。

2. ［分析］>［品質と工程］>［計量値 /計数値ゲージチャート］を選択します。

3. 「収率」を選択し、［Y, 目的変数］をクリックします。

4. 「コーンの種類」を選択し、［X, グループ変数］をクリックします。

5. 「一回にポップする量」を選択し、［X, グループ変数］をクリックします。

6. 「油の量」を選択し、［X, グループ変数］をクリックします。

注 : ［X, グループ変数］の役割に変数を割り当てる順序は重要です。このウィンドウで指定した順序によっ
て、変動性図の入れ子の順序が決まります。
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図3.26「変動性図」ウィンドウ

7. ［OK］をクリックします。

結果において、先頭のグラフは、3つの変数の組み合わせに対する収率を示す変動性図です。それに続く図は、
3つの変数の組み合わせに対する標準偏差を示しています。2番目の図には収率が示されていないため、ここ
では非表示にします。

8. 赤い三角ボタンをクリックして、表示されたメニューで［標準偏差図］の選択を解除します。

図3.27 結果ウィンドウ

3 つの変数が指定
された X軸
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変動性図の解釈

収率の変動性図は、グルメコーンを使用して、かつ、一回に少量ポップした場合、収率が高くなることを示し
ています。

さらに掘り下げて検討するには、一回にポップする量が少量だから収率が高いのか、それともグルメコーンだ
から収率が高いのかを確認する必要があるでしょう。

この変動性図から、次の情報が得られます。

• プレーンコーンを使用して、かつ、一回に少量ポップした場合、収率は低い。

• グルメコーンを使用して、かつ、一回に多量ポップした場合、収率は低い。

この情報を踏まえると、グルメコーンを一回に少量ポップした場合だけが高収率になると結論付けることがで
きます。単一の変数しか扱えない図では、この結論に達するのは困難でしょう。

グラフビルダー
グラフビルダーでは、グラフを対話的に作成および変更できます。これまでに紹介したグラフは、プラット
フォームを起動して変数を指定する操作方法によって作成しました。これらのグラフでは、グラフ作成後に、
変数を変更することはできません。また、別の種類のグラフを作成したい場合には、もう一度、別のプラット
フォームを起動しなければいけません。グラフビルダーでは、変数とグラフを随時変更できます。

グラフビルダーを使用して、次の作業を実行できます。

• 変数をグラフの内外にドラッグ＆ドロップして変更する。

• マウスを数回クリックするだけで異なる種類のグラフを作成する。

• グラフを横方向または縦方向に分割する。
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図3.28 グラフビルダーで作成されたグラフの例

注 : ここでは、グラフビルダーの一部の機能だけを取り上げています。詳細については、『グラフ機能』を参
照してください。

シナリオ

この例では、銀行が提供している何種類かの商品群に対する利益を記録した「Profit by Product.jmp」データ
テーブルを使用します。

ビジネスアナリストは、次の点を調査する必要があります。

• 商品群で利益率がどのように異なるか

これを明らかにするために、商品群ごとに収益、商品コスト、利益の折れ線グラフを描きます。

グラフの作成
1. 商品ごとの利益を記録したサンプルデータ「Profit by Product.jmp」を開きます。

2. ［グラフ］>［グラフビルダー］を選択します。
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図3.29 グラフビルダーの作業スペース

3. 「四半期」をX変数として指定するため、「四半期」をクリックし、Xゾーンにドラッグ＆ドロップします。

4. 「収益」、「商品コスト」、「利益」をクリックし、Yゾーンにドラッグ＆ドロップして、これら3つの変数を
すべてY変数に指定します。

XゾーンとYゾーンが軸になります。

注 : 変数をクリックし、続いてゾーンをクリックすることでゾーン（役割）を割り当てることもできます。た
だし、ゾーンが軸になった後で変数を追加する場合は、変数と軸をクリックするのではなく、変数を軸の上に
ドラッグ＆ドロップしなければなりません。
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図3.30 Y変数とX変数の追加後

設定された変数に基づいて、グラフビルダーに並列箱ひげ図が表示されます。

5. 箱ひげ図を折れ線グラフに変更するには、折れ線 アイコンをクリックします。

図3.31 折れ線グラフ

6. 商品ごとに別々のグラフを作成するには、「商品群」をクリックし、「段組」ゾーンにドラッグ＆ドロップ
します。

商品ごとの折れ線グラフが表示されます。
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図3.32 最終的な折れ線グラフ

グラフの解釈

図3.32には、収益、商品コスト、利益が商品群別に示されています。ビジネスアナリストは、商品群によっ
て利益率に差がある点に興味を抱きました。図3.32の折れ線グラフから、次のような回答を導き出せます。

• 「Credit Products」、「Deposit Products」、「Revolving Credit Products」は、「Fee Based Products」、
「Third Party Products」、「Other Products」に比べて収益が高い。

• ただし、すべての商品群の利益は似通っている。

データテーブルには、営業チャネルのデータも含まれています。ビジネスアナリストは、営業チャネルによっ
て収益、商品コスト、利益にどのような差が生じているかも検討したいと思っています。

1. グラフから「商品群」を削除するには、グラフのタイトル（「商品群」）をクリックし、グラフビルダー内
の空の領域にドラッグ＆ドロップします。

2. 「チャネル」を段組変数として追加するには、「チャネル」をクリックし、「段組」ゾーンにドラッグ＆ド
ロップします。
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図3.33 営業チャネルごとの折れ線グラフ

図3.33から、ATMの収益と商品コストが一番高く、急速に伸びていることがわかります。

バブルプロット
バブルプロットは、点をバブル（円）で表現する散布図です。バブルのサイズと色は変更可能です。プロット
を動画表示にして、時間的変化を見ることもできます。バブルプロットでは、最大5つの次元（x位置、y位
置、サイズ、色分け、時間）を表現できるため、データを効果的に視覚化できます。

図3.34 バブルプロットの例
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シナリオ

この例では、国ごとの年齢別人口を記録したサンプルデータ「PopAgeGroup.jmp」を用います。このデータ
には、1950年から2004年までの116ヶ国（地域）の人口統計が記録されています。総人口とともに、年齢別
人口も示されています。なお、一部の年のデータが欠落している国もあります。

社会学者は、次の点を調査する必要があります。

• 世界の年齢別人口は変化しているか

回答を導き出すために、高齢グループ（60歳以上）と年少グループ（20歳未満）の人口の関係に着目します。
バブルプロットを使用して、時間経過に伴いこの関係がどのように変化しているかを確認します。

バブルプロットの作成
1. 年齢別人口のサンプルデータ「PopAgeGroup.jmp」を開きます。

2. ［グラフ］>［バブルプロット］を選択します。

3. 「割合 60+」を選択し、［Y］をクリックします。

これは、バブルプロット上のY変数に対応します。

4. 「割合 0-19」を選択し、［X］をクリックします。

これは、バブルプロット上のX変数に対応します。

5. 「国」を選択し、［ID］をクリックします。

ID変数の水準ごとに、プロット上にバブルが描かれます。

6. 「年」を選択し、［時間］をクリックします。

これにより、バブルプロットの動画表示における時間軸が決まります。

7. 「人口」を選択し、［サイズ］をクリックします。

これにより、バブルのサイズが決まります。

8. 「地域」を選択し、［色分け］をクリックします。

色分け変数の同じ水準が、同じ色のバブルで表されます。そのため、この例では、同じ地域内の国のバブ
ルがすべて同じ色で表示されます。
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図3.35「バブルプロット」ウィンドウ

9. ［OK］をクリックします。

図3.36 最初に表示されるバブルプロット

バブルプロットの解釈

時間変数（この場合は「年」）の開始値が1950年であるため、最初のバブルプロットには1950年のデータが
表示されます。再生／一時停止ボタンをクリックすると、動画が開始し、すべての年のデータが順番に表示さ
れます。各バブルプロットには、該当年のデータが表示されます。各年のデータは、バブルプロットにおい
て、次の要素で表されます。
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• X座標とY座標

• バブルのサイズ

• バブルの色

• バブルごとの集計

注 : バブルプロットにおいて、複数行のデータがどのように集計されているかの詳細については、『グラフ機
能』を参照してください。

1950年のバブルプロットでは、国の20歳未満の人口の割合が高い場合は、60歳以上の人口の割合が低いこと
がわかります。

再生／一時停止ボタンをクリックして、動画を開始し、残りの年についても順番に見ていきます。時間の経過
に伴い、「割合  0-19］が減少し、「割合 60+」が増加します。

動画を再生します。クリックした後、一時停止ボタンに変わります。

動画を一時停止します。

動画の時間を、1単位ずつ手動で前に戻します。

動画の時間を、1単位ずつ手動で先に送ります。

年 手動で時間を指定する場合に使用します。

速度 動画の時間が進む速度を指定します。

円のサイズ バブルの絶対的な大きさを指定します。相対的な大きさは維持されます。

社会学者は、世界の年齢別人口がどのように変化しているかを知る必要がありました。このバブルプロット
は、世界人口が高齢化していることを示しています。

バブルプロットの操作

特定のバブルをクリックして選択すると、そのバブルの時間経過に伴う変化を確認できます。たとえば、1950

年のプロットの中央にある大きなバブルは日本を表しています。

日本における人口変化の傾向を確認するには

1. 日本を表すバブルの中央をクリックして選択します。

2. 赤い三角ボタンをクリックして、メニューから［軌跡 バブル］>［選択されたもの］を選択します。

3. 再生ボタンをクリックします。

動画で時間を進めると、日本のバブルには軌跡が描かれ、その変化が分かりやすくなっています。
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図3.37 日本の人口変化

日本のバブルに着目すると、時間の流れの中で次の点が明らかになります。

• 20歳未満の人口の割合は減少している。

• 60歳以上の人口の割合は増加している。
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データの分析
分布、関係、モデル

データ分析は、情報に基づく意思決定に役立ちます。多くの場合、データ分析には次の作業が伴います。

• 分布の確認

• 関係の洗い出し

• 仮説検定

• モデルの構築

図4.1 分析の例



目次
この章について . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 103

データからグラフを作成することの重要性  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 103

尺度の理解  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 106

例 : 尺度に基づく結果  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 106

尺度の変更 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 107

分布の分析  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 109

連続変数の分布  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 109

カテゴリカル変数の分布  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 111

関係の分析  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 114

1つの予測変数による回帰分析  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 114

1変数による平均の比較 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 119

割合の比較 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 122

複数の変数による平均の比較. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 124

複数の予測変数による回帰分析 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 128



第 4 章 データの分析 103
はじめてのJMP この章について

この章について
実際にデータ分析に着手する前に、以下の事項を確認してください。

• 「データからグラフを作成することの重要性」（103ページ）

• 「尺度の理解」（106ページ）

この章の残りの部分では、いくつかの基本的な統計分析の JMPでの実行方法を紹介します。

• 「分布の分析」（109ページ）

• 「関係の分析」（114ページ）

高度なモデル化や分析手法については、以下の JMPマニュアルを参照してください。

• 『基本的な回帰モデル』

• 『多変量分析』

• 『発展的なモデル』

• 『消費者調査』

• 『信頼性 /生存時間分析』

• 『品質と工程』

データからグラフを作成することの重要性
データからグラフを作成する（視覚化する）ことは、あらゆるデータ分析において重要であり、統計的検定や
モデル構築の前に必ず行う必要があります。データ分析のはじめにデータを視覚化する必要がある理由を、次
の例によって明らかにしましょう。

1. 「Anscombe.jmp」データテーブル（F. J. Anscombe (1973), American Statistician, 27, 17-21）を開きま
す。4組のX変数とY変数のデータが記録されています。

2. テーブルパネルで「カルテット」スクリプトの赤い三角ボタンをクリックし、メニューから［スクリプト
の実行］を選択します。

「二変量の関係」によって、変数の各組に対して単回帰直線が描かれます。［点の表示］オプションはオフ
になっているため、散布図にデータは表示されていません。 図4.2には、回帰直線ごとに、モデルのあて
はめ結果とその他の要約情報が示されています。
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図4.2 4つのモデル

4つの全モデルにおいて、パラメータ推定値およびR2乗値がほぼ一致している点に注目してください。各組
であてはめたモデルは、いずれも、ほぼY = 3 + 0.5Xであり、R2乗値はどれも約0.66となっています。デー
タを分析する時に上記のような要約情報だけしか調べなかったら、おそらく、XとYの関係はどの組でも同じ
という結論にたどりつくでしょう。しかし、この時点では、まだデータを視覚化していません。その結論は
誤っているかもしれません。

データを視覚化するために4つの散布図すべてに点を表示する

1. Ctrlキーを押したままにします。

2. いずれかの「二変量の関係」の赤い三角ボタンをクリックし、メニューから［点の表示］を選択します。

第1組の
モデル

第2組の
モデル

第3組の
モデル

第 4 組の
モデル
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図4.3 点を表示した散布図

4本の直線だけを見ると、XとYの関係はすべての組で同じように見えます。しかし、データ点を見ると関係
は各組で異なっていることがわかります。

• 第1組は、直線関係を表しています。

• 第2組は、非線形関係を表しています。

• 第3組は、直線関係を表していますが、外れ値が1つあります。

• 第4組は、1つの点を除く全データが、x = 8の位置に集中しています。

この例から、要約統計量だけから下した結論は不適切になる可能性があることが分かります。データを視覚化
して検討する作業は、どのようなデータ分析においても、初期の段階で行う必要があります。

第1組の
散布図

第2組の
散布図

第3組の
散布図

第4組の
散布図
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尺度の理解
JMPでは、データはさまざまな種類に分類されます。JMPでは、この種類をデータの尺度と呼んでいます。 表
4.1では、JMPの3つの尺度について説明しています。

例 : 尺度に基づく結果
尺度が異なれば、JMPで導き出される結果も異なります。この相違を実例で確認するには、次の手順に従っ
てください。

1. 「Linnerud.jmp」サンプルデータテーブルを開きます。

2. ［分析］>［一変量の分布］を選択します。

3. 「年齢」と「体重」を選択し、［Y, 列］をクリックします。

4. ［OK］をクリックします。

表4.1 尺度

尺度 説明 例 具体的な例

連続尺度 数値データのみ。合計や平
均などの演算を行うことが
できます。

高さ

温度

時間

試験時間は、2時間や2.13時
間になる場合があります。

順序尺度 数値データまたは文字デー
タ。順序に意味のあるカテ
ゴリ。

月（1、2、...12）

文字の等級（A、B、...F）

サイズ（大、中、小）

月は2（2月）または3（3月）
になり得ますが、2.13にはな
りません。2月は3月の前に
訪れます。

名義尺度 数値データまたは文字デー
タ。値はカテゴリですが、
順序に意味はありません。

性別（男性、女性）

色

試験の結果（合格、不合格）

性別は男性または女性になり
ますが、順序は関係ありませ
ん。性別カテゴリは数値（男
性=1、女性=2）でも表現で
きます。
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図4.4「年齢」と「体重」の一変量の分布結果

「年齢」と「体重」はいずれも数値変数ですが、扱われ方は異なっています。 表4.2では、「体重」と「年齢」
の分布結果の違いを比較しています。

尺度の変更
変数の処理方法を変更する場合は、尺度を変更します。たとえば、図4.4の場合、「年齢」の尺度は順序尺度に
なっています。JMPでは、順序尺度の変数については度数が算出されます。度数の代わりに平均年齢を算出
する必要があるとしましょう。その場合は、尺度を連続尺度に変更すると、平均年齢が表示されます。

表4.2「体重」と「年齢」の結果

変数 尺度 結果

体重 連続尺度 ヒストグラム、分位点、要約統計量

年齢 順序尺度 棒グラフ、度数
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1. 「年齢」列見出しをダブルクリックします。列情報のウィンドウが表示されます。

2. 「尺度」を［連続尺度］に変更します。

図4.5 列情報のウィンドウ

3. ［OK］をクリックします。

4. 「例」の手順（「例 : 尺度に基づく結果」（106ページ）を参照）を繰り返して、一変量の分布を作成します。
図4.6は、「年齢」が順序尺度と連続尺度のときの分布結果の違いを示しています。

図4.6「年齢」に対する異なる尺度

順序尺度 連続尺度
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「年齢」が順序尺度の場合、各年齢の度数が表示されます。たとえば、48歳は2回登場しています。「年齢」が
連続尺度の場合は、平均年齢である約48（47.677）が表示されます。

分布の分析
単一の変数を分析する場合は、「一変量の分布」プラットフォームによって、その変数の分布を確認できます。
各変数に対するレポートの内容は、カテゴリカル（名義または順序）変数か連続変数かによって異なります。

注 : 「一変量の分布」プラットフォームの詳細については、『基本的な統計分析』を参照してください。

連続変数の分布
連続変数の分析時には、必要に応じて、次のような点を検討します。

• データの分布形状が既知の分布に一致しているか

• 外れ値の有無

• データの平均はどれぐらいか

• 平均が、目標値（もしくは過去の値）と統計的に異なっているか

• データはどれぐらいばらついているか。標準偏差はどれぐらいか

• 最小値と最大値はどれぐらいか

上記のような疑問については、グラフ、要約統計量、統計的検定によって回答を導き出せます。

シナリオ

この例では、自動車のサンプルデータ「Car Physical Data.jmp」を使用します。このデータには、116車種
の自動車の車両情報が記録されています。

プラニング専門家が鉄道会社から依頼を受け、鉄道による自動車輸送時の問題について検討することになりま
した。データに基づいて、次の点を調査する必要があります。

• 車両の平均重量

• 車両重量のばらつき（標準偏差）

• 車両の最小重量と最大重量

• 外れ値の有無

回答を導き出すために、車両重量のヒストグラムを描きます。

ヒストグラムの作成
1. 自動車のサンプルデータ「Car Physical Data.jmp」を開きます

2. ［分析］>［一変量の分布］を選択します。
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3. 「車両重量」を選択し、［Y, 列］をクリックします。

4. ［OK］をクリックします。

5. レポートウィンドウの内容を横に並べるには、「車両重量」の横にある赤い三角ボタンをクリックし、メ
ニューから［表示オプション］>［横に並べる］を選択します。

図4.7「車両重量」の一変量の分布

レポートウィンドウには次の結果があります。

• ヒストグラムと箱ひげ図でデータが視覚化されます。

• 「分位点」レポートには、分布のパーセント点が示されます。

• 「要約統計量」レポートには、平均や標準偏差などの統計量が表示されます。

一変量の分布結果の解釈

図4.7に示されている結果から、次のことが分かります。

最小値

平均

標準偏差

最大値

表4.3 レポートウィンドウの結果から分かることa

a. 空白部分は、該当する結果からは情報が得られないことを意味します。

検討事項 ヒストグラム 分位点 要約統計量

車両の平均重量 約3000ポンド 2958ポンド

車両重量のばらつき（標準偏差） 536ポンド

最小重量と最大重量 約1500ポンドと
約4500ポンド

1695ポンドと
4285ポンド

外れ値の有無 無
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デフォルトのレポートウィンドウ（図4.7を参照）には、最小限のグラフと統計量しか表示されません。赤い
三角ボタンで表示するメニューを使用して、他のグラフや統計量を追加できます。

結論の導き方

他の研究結果から、平均重量が3000ポンドでない場合には輸送効率が低いと鉄道会社は判断しました。そこ
で、輸送される車両の母集団において、平均重量が3000ポンドかどうかを確認する必要が生じました。t検定
によって、現在の標本から母集団について推論します。

検定から得られる結論
1. 「車両重量」の赤い三角ボタンをクリックし、メニューから［平均の検定］を選択します。

2. 表示されたウィンドウで、「仮説平均を指定」ボックスに「3000」と入力します。

3. ［OK］をクリックします。

図4.8 平均の検定結果

t-検定の解釈

t-検定の主な結果はp値です。この例では、p 値は0.396 です。有意水準を0.05 とした場合、 0.396は0.05よ
りも大きいため、平均重量と3000 ポンドの間に統計的な有意差は認められませんでした。p値が有意水準よ
りも小さいときには、「母集団の平均車両重量は3000ポンドと異なる」という結論が導き出されます。

カテゴリカル変数の分布
カテゴリカル（順序または名義）変数の分析では、次のような点を検討します。

• 変数の水準数

• 水準ごとの度数

• データが一様に分布しているか

• 全度数に対する各水準の割合

p値
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シナリオ

「連続変数の分布」（109ページ）のシナリオを参照してください。

車両の平均重量と目標重量には、統計的な有意差は見られませんでした。鉄道会社は、車両についてさらに詳
しく検討することにしました。

プラニング専門家は鉄道会社の依頼を受け、次の点を調べます。

• 車種はどのようになっているか

• 生産国はどのようになっているか

これらを調べるために、「タイプ」と「生産国」の分布を検討します。

分布の作成
1. 自動車のサンプルデータ「Car Physical Data.jmp」を開きます

2. ［分析］>［一変量の分布］を選択します。

3. 「生産国」と「タイプ」を選択し、［Y, 列］をクリックします。

4. ［OK］をクリックします。

図4.9「生産国」と「タイプ」の一変量の分布

合計に占める割合
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一変量の分布結果の解釈

レポートウィンドウには、「生産国」と「タイプ」について、棒グラフと度数レポートが表示されます。棒グ
ラフは、「度数」レポートに示されている度数情報をグラフで示しています。「度数」レポートには、次の情報
が表示されます。

• データのカテゴリ。たとえば、「Japan」は「生産国」の一カテゴリ、「Sporty」は「タイプ」の一カテゴリです。

• カテゴリごとの度数。

• 各カテゴリが合計に占める割合。

たとえば、コンパクトカー（Compact）は22台で、全体の台数116の19%を占めています。

一変量の分布結果の操作

片方のグラフで棒を選択すると、別のグラフでも対応するデータが選択されます。たとえば、「生産国」の棒
グラフで「Japan」の棒を選択すると、日本車にはスポーツカー（Sporty）が多いことがわかります。

図4.10 日本車

「Other」カテゴリを選択すると、これらの車両の大半が小型車またはコンパクトカーであり、大型車はほと
んどないことがわかります。

図4.11 その他の車両
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関係の分析
散布図などのグラフは、変数間の関係を視覚化する上で役立ちます。関係を視覚化した次には、その関係を数
値的に表現できるように、詳しく分析します。変数間の関係を数値的に説明したものを「モデル」と呼びま
す。あるモデルでは、変数（Y）の平均を別の変数（X）から予測することができます。この場合のX変数は、
「予測変数」などと呼ばれています。一般に、このようなモデルは「回帰モデル」と呼ばれています。

JMPでは、「二変量の関係」と「モデルのあてはめ」プラットフォームで、回帰モデルの分析が実行できます。

注 : ここでは、基本的なプラットフォームとオプションだけを取り上げています。全プラットフォームにおけ
るオプションの詳細および説明については、『基本的な統計分析』、『グラフ機能』、および「この章について」
（103ページ）に一覧されているマニュアルを参照してください。

表4.4では、4つの主な関係を挙げています。

1つの予測変数による回帰分析

シナリオ

この例では、会社情報のサンプルデータ「Companies.jmp」を用います。このデータには、製薬業界とコン
ピュータ業界における32社の財務データが記録されています。

従業員数が多い会社の方が、従業員数が少ない会社よりも売上が多いことは、直感的にもうなずけます。デー
タアナリストは、各社の総売上を従業員数に基づいて予測しようと考えています。

そのためには、次の作業を行います。

• 「関係の洗い出し」（115ページ）

• 「回帰モデルのあてはめ」（115ページ）

• 「平均売上の予測」（117ページ）

表4.4 関係の種類

X Y 節

連続尺度 連続尺度 • 「1つの予測変数による回帰分析」（114ページ）

• 「複数の予測変数による回帰分析」（128ページ）

カテゴリカル 連続尺度 • 「1変数による平均の比較」（119ページ）

• 「複数の変数による平均の比較」（124ページ）

カテゴリカル カテゴリカル 「割合の比較」（122ページ）

連続尺度 カテゴリカル ロジスティック回帰分析は上級ユーザ向けの内容です。
『基本的な統計分析』を参照してください。



第 4 章 データの分析 115
はじめてのJMP 関係の分析

関係の洗い出し

まず、散布図を作成し、従業員数と売上の関係を確認します。この散布図は、「データの視覚化」の章の「散
布図の作成」（77ページ）ですでに作成しました。1つの外れ値（従業員数と売上が他社より抜きん出ている
会社）を非表示にし、かつ除外した後の散布図を図4.12に示します。

図4.12「売上 ($M)」と「従業員数」の散布図 

この散布図は、売上と従業員数間の関係を明確に示しています。直感どおりに、従業員数が多い会社ほど売上
が高くなっています。この散布図は、データアナリストの直感を視覚的に裏付けてはいます。しかし、この散
布図だけからは、ある従業員数に対する売上高の予測値を決めることができません。

回帰モデルのあてはめ

従業員数から売上を予測するには、回帰モデルをあてはめます。「二変量の関係」の赤い三角ボタンをクリッ
クし、メニューから［直線のあてはめ］を選択します。散布図に回帰直線が追加され、新しいレポートがレ
ポートウィンドウに追加されます。
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図4.13 回帰直線

レポート内で次の結果に着目してください。

• p値 < .0001

• R2乗値 = 0.618

これらの結果から、次の結果を導き出せます。

• p値は有意水準0.05より低い値です。つまり、予測モデルに従業員数を含めることで、平均売上を予測す
る度合いが有意に向上します。

• この例では R2 乗値が大きく、従業員数に基づく予測モデルで売上を予測できるという裏付けとなってい
ます。R2乗値は、変数間の関係の強さ（「相関」と呼ばれています）を示します。相関が0の場合は変数
間に関係がないことを示唆し、1の場合には完全な直線関係が成立しています。

回帰直線

予測式

外れ値

R2乗値

p値
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平均売上の予測

回帰モデルによって、所定数の従業員を擁する会社の平均売上を予測します。レポートには、次のモデルの予
測式が示されています。

平均売上 = 1059.68 + 0.092*従業員数

たとえば、従業員が70,000人の会社の場合、式は次のようになります。

7,499.68ドル = 1059.68 + 0.092*70,000

現在の散布図の右下部分に、他社が示す一般的なパターンに合致しない外れ値があります。この外れ値を除外
した場合に予測モデルが変化するかどうかを確認する必要があります。

外れ値の除外

1. 外れ値をクリックします。

2. ［行］>［除外する /除外しない］を選択します。

3. 「二変量の関係」の赤い三角ボタンをクリックし、メニューから［直線のあてはめ］を選択して、モデル
をあてはめます。

レポートウィンドウに次の情報が追加されます（図4.14を参照）。

• 新しい回帰直線。

• 新しい「直線のあてはめ」レポート。次の情報が表示されます。

– 新しい予測式

– 新しいR2乗値
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図4.14 モデルの比較

図4.14の結果を参考に、次の結論を導き出すことができます。

• 回帰直線は、外れ値によって大規模企業側で引き下げられ、小規模企業側で引き上げられていました。

• 新しいR2乗値（0.88）の方が最初の R2乗値（0.618）よりも 1に近いため、新しいモデルの方がデータ
へのあてはまりが良好です。

新しい予測式を使用すると、従業員が70,000人の会社の平均売上は、次のように予測されます。

8961.37ドル = 631.37 + 0.119*70,000

最初のモデルによる予測値は7499.68ドルでした。つまり、このモデルで予測した売上の方が1461.69ドル高
くなっています。

新しい回帰直線

新しい予測式

新しい R2乗値
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外れ値を除外した後の2番目のモデルの方が、最初のモデルと比べて、より良く売上を説明および予測してい
るようです。これで、使用すべき良いモデルを求めることができました。

1変数による平均の比較
1つの連続尺度のY変数に対して、1つのカテゴリカルなX変数がある場合、X変数の水準間で平均を比較で
きます。

シナリオ

この例では、会社情報のサンプルデータ「Companies.jmp」を用います。このデータには、製薬業界とコン
ピュータ業界における32社の財務データが記録されています。

証券アナリストは、次の点を調査する必要があります。

• コンピュータ関連企業と製薬会社において、利益は異なっているか

この比較を行うには、「利益 ($M)」を「タイプ」にあてはめます。

関係の洗い出し
1. 会社情報のサンプルデータ「Companies.jmp」テーブルを開きます。

2. 「Companies.jmp」データテーブルが開いたままになっている場合は、行が除外されたり非表示になって
いる可能性があります。行をデフォルトの状態に戻すには（すべての行を対象に含め、いずれも非表示に
しない）、［行］>［行の属性をクリア］を選択します。

3. ［分析］>［二変量の関係］を選択します。

4. 「利益 ($M)」を選択し、［Y, 目的変数］をクリックします。

5. 「タイプ」を選択し、［X, 説明変数］をクリックします。

6. ［OK］をクリックします。

図4.15 会社のタイプ別の利益

外れ値

全体の平均線
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「タイプ」が「Computer」のグループには、外れ値が1つあります。この外れ値があるせいで、散布図にお
けるY軸の範囲が広くなり、利益を比較しにくくなっています。この外れ値を除外し、非表示にします。

1. 外れ値をクリックします。

2. ［行］>［除外する /除外しない］を選択します。該当するデータ点が計算の対象から外されます。

3. ［行］>［表示しない /再表示］を選択します。該当するデータ点がすべてのグラフで非表示になります。

4. 外れ値を除いて図を再作成するには、「一元配置分析」の赤い三角ボタンをクリックし、メニューから［ス
クリプト］>［分析のやり直し］を選択します。元の散布図ウィンドウは閉じてもかまいません。

図4.16 更新後の図

外れ値を削除した結果、データがより把握しやすくなりました。

5. 関係の分析を続けるには、「一元配置分析」の赤い三角ボタンをクリックし、メニューから次のオプショ
ンを選択します。

– ［表示オプション］>［平均線］。散布図に平均線が追加されます。

– ［平均と標準偏差］。平均と標準偏差を示すレポートが表示されます。
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図4.17 平均線とレポート

結果の解釈

証券アナリストは、コンピュータ関連企業と製薬会社の利益を比較する必要がありました。更新後の散布図か
ら、製薬会社の方がコンピュータ関連企業よりも平均利益が高いことがわかります。レポートに示されている
2つの平均値の差を計算すると、利益の差は約6億3,500万ドルになります。散布図からは、コンピュータ関
連企業の中には赤字の会社があるのに対し、製薬会社は全社とも黒字であることも判明します。

t-検定の実行

ここまでは、限られた標本（データテーブル内の会社）に基づいて考察してきました。ここで、次の点を検討
するとします。

• 母集団において差はあるのか、それとも6億3,500万ドルの差は偶然だけで起きたものなのか

• 差がある場合には、それはどれぐらいなのか

これらの回答を導き出すには、二標本 t検定を実行します。t検定の結果は、標本データをもとに、母集団につ
いて推論したものになっています。

t検定を実行するには、「一元配置分析」の赤い三角ボタンをクリックし、メニューから［平均 /ANOVA/プー
リングした t検定］を選択します。

平均線
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図4.18 t検定の結果

p値0.0001は有意水準0.05よりも小さいので、統計的に有意です。したがって、標本データの平均利益の差
は偶然だけの産物ではないと結論付けることができます。つまり、製薬会社の平均利益とコンピュータ関連企
業の平均利益は、母集団においても異なると言えます。

信頼限界の値によって、2業種の平均利益にどの程度の差があるかを判断します。図4.18の「差の上限信頼限
界」と「差の下限信頼限界」の値を見てください。これらの結果から、製薬会社の平均利益はコンピュータ関
連企業の平均利益よりも3億4,300万ドルから9億2,600万ドル高いという結論が導き出されます。

割合の比較
X変数およびY変数がカテゴリカルな変数の場合、Y変数の各水準の割合が、X変数の水準間で異なるかどう
か比較できます。

シナリオ

この例でも、会社情報のサンプルデータ「Companies.jmp」を使用します。「1変数による平均の比較」（119

ページ）では、製薬会社の方がコンピュータ関連企業よりも平均利益が高いことを確認しました。

証券アナリストは、会社のタイプによって、会社規模が利益に与える影響に違いがあるかどうかに興味があり
ます。ただし、この点を検討する前に、母集団において、コンピュータ関連企業と製薬会社で会社規模（大、
中、小）の割合が同じかどうかを調べてみます。

関係の洗い出し
1. 会社情報のサンプルデータ「Companies.jmp」テーブルを開きます。

2. 「Companies.jmp」データファイルが、前の例で使われたままで開いた状態になっている場合は、行が除
外されたり非表示になっている可能性があります。行をデフォルトの状態に戻すには（すべての行を対象
に含め、いずれも非表示にしない）、［行］>［行の属性をクリア］を選択します。

3. ［分析］>［二変量の関係］を選択します。

4. 「会社規模」を選択し、［Y, 目的変数］をクリックします。

5. 「タイプ」を選択し、［X, 説明変数］をクリックします。

6. ［OK］をクリックします。

p値
信頼限界
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図4.19 会社タイプ別の会社規模

「分割表」には、この例では使用しない情報が含まれています。「分割表」の赤い三角ボタンをクリックし、表
示されたメニューで［全体%］と［列%］の選択を解除して、これらの情報を削除します。 図4.20は、更新
後の表を示しています。

表の凡例

Pearson検定
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図4.20 更新後の分割表

結果の解釈

「モザイク図」には、「分割表」に示されている統計量が視覚的に示されています。「モザイク図」と「分割表」
は両方とも、2つの業界で大、中、小規模の会社が占める割合を比較しています。たとえば、「モザイク図」か
ら、小規模企業の占める割合はコンピュータ業界の方が製薬業界に比べて高いことがわかります。「分割表」
には具体的な統計量が示されています。小規模企業の占める割合はコンピュータ関連企業では70%、製薬会
社では約17%となっています。

検定の解釈

ここまでは、限られた標本（データテーブル内の会社）に基づいて考察してきました。ここで、すべてのコン
ピュータ関連企業と製薬会社を含む母集団においても、割合に差があるかどうかを調べるとします。

差があることを確認するには、「検定」レポートのPearson検定のp値を見ます。図4.19を参照してください。
p値0.011は有意水準0.05よりも小さいため、次の結論を導き出せます。

• 標本データの差は偶然だけで起きたものではない。

• 母集団において、割合に差はある。

これで、大、中、小規模の割合に差があることが判明しました。次は、会社のタイプによって、会社規模が利
益に与える影響に違いがあるかどうかを検討します。

複数の変数による平均の比較
「1変数による平均の比較」（119ページ）では、1つのカテゴリカル変数の水準間で平均を比較しました。
複数の変数の水準間で平均値を一度に比較する場合には、分散分析（ANOVA）を用います。

シナリオ

証券アナリストは、「割合の比較」節で挙げた問題「会社のタイプ（製薬会社またはコンピュータ関連企業）
によって、会社規模が利益に与える影響に違いがあるかどうか」について検討します。

回答を導き出すには、次の2つの変数の組み合わせによって会社の利益を比較します。

• 「タイプ」（PharmaceuticalまたはComputer）

• 「会社規模」（small、medium、big）
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関係の洗い出し

まず、タイプと会社規模のすべての組み合わせについて、利益がどのように異なっているかをグラフで見てみ
ます。

1. 会社情報のサンプルデータ「Companies.jmp」テーブルを開きます。

2. ［グラフ］>［グラフビルダー］を選択します。「グラフビルダー」ウィンドウが表示されます。

3. 「利益 ($M)」をクリックし、「Y」ゾーンにドラッグ＆ドロップします。

4. 「会社規模」をクリックし、「X」ゾーンにドラッグ＆ドロップします。

5. 「タイプ」をクリックし、「グループX」ゾーンにドラッグ＆ドロップします。

図4.21 会社の利益を表したグラフ

このグラフから、大手コンピュータ企業1社が極めて高い利益を上げていることがわかります。この外れ値が
あるせいで、グラフのY軸の範囲が広くなり、他のデータ点を比較しにくくなっています。

6. 外れ値をクリックして選択し、グラフ内を右クリックして［行］>［行の除外］を選択します。該当する
点が削除され、グラフの範囲が自動的に更新されます。

7. 棒グラフアイコン  をクリックします。平均を比較する場合には、点よりも棒グラフのほうが分かり
やすいです。
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図4.22 外れ値を除外したグラフ

更新後のグラフから、製薬会社の方が平均利益が高いことがわかります。また、製薬会社についてのみ、会社
規模によって利益に差が出ていることもうかがえます。1つの変数（会社規模）の効果が別の変数（会社タイ
プ）の水準に応じて変化する場合、これを交互作用と呼びます。

関係の定量化

このデータは1つの標本に過ぎないため、次の点を確認するとします。

• この差はこの標本に限定して、偶然だけで生じたものなのか

または

• 母集団において、同じパターンが存在しているのか

1. 1つのデータ点が除外された状態の「Companies.jmp」データテーブルに戻ります。「関係の洗い出し」
（125ページ）を参照してください。

2. ［分析］>［モデルのあてはめ］を選択します。

3. 「利益 ($M)」を選択し、［Y］をクリックします。

4. 「タイプ」と「会社規模」の両方を選択します。

5. ［マクロ］ボタンをクリックして［完全実施要因］を選択します。

6. 「強調点」メニューから［要因のスクリーニング］を選択します。

7. ［ダイアログを開いたままにする］チェックボックスをオンにします。



第 4 章 データの分析 127
はじめてのJMP 関係の分析

図4.23 設定後の「モデルのあてはめ」ウィンドウ

8. ［実行］をクリックします。レポートウィンドウにモデルの結果が表示されます。

平均利益の差は、偶然だけで起きたものではなく、有意であることを確認するには、「効果の検定」レポート
を見ます。

注 : 「モデルのあてはめ」のすべての結果の詳細については、『基本的な回帰モデル』を参照してください。

「効果の検定」の使用

「効果の検定」レポート（図4.24を参照）には、統計的検定の結果が表示されます。「モデルのあてはめ」ウィ
ンドウでモデルに含めた各効果（「タイプ」、「会社規模」、「タイプ *会社規模」）の検定結果が示されています。

図4.24「効果の検定」レポート

まず、モデルの交互作用の検定（「タイプ *会社規模」効果）に着目します。 図4.22は、製薬会社の利益が会
社規模によって異なることを示唆していました。しかし、効果の検定では、タイプと会社規模の交互作用の有
意性を認めることができません。p値は0.218であり、有意水準0.05よりも大きくなっています。次に、モデ
ルから交互効果を削除し、モデルを再実行してみます。
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1. 「モデルのあてはめ」ウィンドウに戻ります。

2. 「モデル効果の構成」ボックスで、「タイプ *会社規模」効果を選択して［削除］をクリックします。

3. ［実行］をクリックします。

図4.25 更新後の「効果の検定」レポート

会社規模のp値は5%よりも大きく、会社規模による有意差は認められません。「タイプ」効果のp値は小さ
いので、コンピュータ関連企業と製薬会社間のデータに見られた差は偶然だけで生じたものではないことを示
しています。

結論

証券アナリストは、会社のタイプ（製薬会社またはコンピュータ関連企業）によって、会社規模が利益に与え
る影響に違いがあるかどうかを確認する必要がありました。これに対し、次のような回答を得ることができま
した。

• 母集団において、コンピュータ関連企業と製薬会社の平均利益には差がある。

• 会社規模とタイプとの交互作用は、有意と認めることができなかった。

複数の予測変数による回帰分析
「1つの予測変数による回帰分析」（114ページ）では、予測変数1つと応答変数1つから成る単回帰モデルを
紹介しました。重回帰では、複数の予測変数を用いて応答変数の平均を予測します。

シナリオ

この例では、キャンディバーの栄養価情報を記録した「Candy Bars.jmp」データテーブルを使用します。

栄養士は、次の情報からカロリーを予測したいと考えています。

• 総脂肪

• 炭水化物

• タンパク質

重回帰を用いて、これら3つの予測変数から応答変数の平均を予測します。

関係の洗い出し

総脂肪、炭水化物、タンパク質に対するカロリーの関係を視覚化するには、散布図行列を作成します。

1. 「Candy Bars.jmp」サンプルデータを開きます。
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2. ［グラフ］>［散布図行列］を選択します。

3. 「カロリー」を選択し、［Y, 列］をクリックします。

4. 「総脂肪 (g)」、「炭水化物 (g)」、および「タンパク質 (g)」を選択し、［X］をクリックします。

5. ［OK］をクリックします。

図4.26 散布図行列の結果

この散布図行列から、3変数とカロリーとの間に正の相関があることが分かります。相関が一番大きいのは、カ
ロリーと総脂肪です。相関あるのが分かったので、次に、平均カロリーを予測する重回帰モデルを構築します。

重回帰モデルの構築

引き続き、キャンディバーのサンプルデータ「Candy Bars.jmp」を使用します。

1. ［分析］>［モデルのあてはめ］を選択します。

2. 「カロリー」を選択し、［Y］をクリックします。

3. 「総脂肪 (g)」、「炭水化物 (g)」、および「タンパク質 (g)」を選択し、［追加］をクリックします。

4. 「強調点」メニューから［要因のスクリーニング］を選択します。
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図4.27「モデルのあてはめ」ウィンドウ

5. ［実行］をクリックします。

レポートウィンドウにモデルの結果が表示されます。結果を解釈する上では、次の情報に注目してください。

• 「「予測値と実測値のプロット」の使用」（130ページ）

• 「「パラメータ推定値」の解釈」（131ページ）

• 「「予測プロファイル」の使用」（132ページ）

注 : モデルの全結果の詳細については、『基本的な回帰モデル』を参照してください。

「予測値と実測値のプロット」の使用

「予測値と実測値のプロット」には、カロリーの予測値と実測値が表示されます。予測値が実測値に近いほど、
散布図上の点が赤い線の近くに分布します。図4.28を参照してください。すべての点が赤い線の非常に近く
に分布しているため、モデルはカロリーを良く予測していることがわかります。
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図4.28 予測値と実測値のプロット

モデルの予測力を示す別の指標として、R2乗値（図4.28の図の下部に表示されています）があります。R2乗
値は、カロリーの変動のうち、モデルによって説明できる割合を表します。この値が1に近いほど、モデルの
予測力は高くなります。この例では、R2乗値は0.99です。

「パラメータ推定値」の解釈

「パラメータ推定値」レポートには、次の情報が表示されます。

• モデル係数

• 各パラメータのp値

図4.29「パラメータ推定値」レポート

この例では、p値はすべて非常に小さな値になっています（<.0001）。つまり、3つの効果（総脂肪、炭水化
物、タンパク質）すべてがカロリーの予測に有意に寄与しているということです。

モデル係数を使用して、特定量の総脂肪、炭水化物、タンパク質に対するカロリー値を予測できます。たとえ
ば、次の特性を持つキャンディバーの平均カロリーを予測してみましょう。

• 総脂肪 = 11 g

• 炭水化物 = 43 g

• タンパク質 = 2 g

R2乗

モデル係数 p値
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これらの値に対する平均カロリーの予測値は、次式で求められます。

277.92 = -5.9643 + 8.99*11 + 4.0975*43 + 4.4013*2

この例で用いた特性は、Milky Wayキャンディバー（データテーブルの59行目）と同じです。Milky Way

のカロリーの実測値は280であり、モデルは良く予測していることを示しています。

「予測プロファイル」の使用

「予測プロファイル」では、要因の変化が予測値に与える影響を確認できます。プロファイルに示されている
直線は、各要因の変化に伴うカロリーの変化の程度を示しています。「総脂肪 (g)」の直線が一番急勾配になっ
ています。つまり、総脂肪の変化がカロリーに一番影響を与えます。

図4.30 予測プロファイル

各要因の縦の線をクリックしてドラッグし、予測値の変化を確認できます。要因の現在値をクリックして変更
することもできます。たとえば、各要因の値をクリックし、それぞれにMilky Wayキャンディバー（59 行
目）の値を入力します。

図4.31 Milky Wayの要因値

注 : 「予測プロファイル」の詳細については、『プロファイル機能』を参照『多変量分析』してください。

要因の値

カロリーの予測値

Milky Wayの値

カロリーの予測値
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結論

栄養士は、総脂肪、炭水化物、タンパク質に基づいてキャンディバーのカロリーを予測する優れたモデルを手
に入れました。
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第 5 章

作業結果の保存と共有
結果の保存と再作成

JMPでは、データから結果を作成した後、さまざまな方法で他のユーザと作業結果を共有できます。この章
では、作業結果の共有方法をいくつか紹介します。

• プラットフォームの結果をジャーナルまたはプロジェクトとして保存する

• 結果、データテーブル、その他のファイルをプロジェクトに保存する

• 結果を再現するスクリプトをデータテーブルに保存する

• プラットフォームの結果からAdobe Flash（.SWF）ファイルを作成する

図5.1 Adobe Flash（.SWF）のバブルプロットの例
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プラットフォーム結果のジャーナルへの保存
プラットフォームの結果を後から参照できるように保存するには、レポートウィンドウから「ジャーナル」を
作成します。ジャーナルには、レポートウィンドウの内容がそのまま複製されます。既存のジャーナルを編集
したり、既存のジャーナルにレポートを追加したりできます。ジャーナルはデータテーブルにはリンクしてい
ません。ジャーナルを作成すれば、複数のレポートウィンドウの結果を、1つのレポートウィンドウにまとめ
て保存することもできます。ジャーナルを用いると、簡単に他のユーザと結果を共有できます。

例 : ジャーナルの作成

レポートを作成および変更してジャーナルに保存する

1. 会社情報のサンプルデータ「Companies.jmp」テーブルを開きます。

2. ［分析］>［一変量の分布］を選択します。

3. 「タイプ」と「会社規模」の両方を選択し、［Y, 列］をクリックします。

4. ［OK］をクリックします。

5. 「タイプ」の赤い三角ボタンをクリックし、メニューから［ヒストグラムオプション］>［度数の表示］を
選択します。

6. 「会社規模」の赤い三角ボタンをクリックし、メニューから［モザイク図］を選択します。

7. ［編集］>［ジャーナル］を選択して、これらの結果をジャーナルに追加します。結果がジャーナルウィン
ドウに複製されます。
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図5.2「一変量の分布」結果のジャーナル

ジャーナルに表示されている結果は、データテーブルにはリンクしていません。「タイプ」の棒グラフで、
「Computer」の棒をクリックしても、データテーブルではどの行も選択されません。

ジャーナルは結果の単なる複製であり、赤い三角ボタンのメニューの大半は表示されません。ジャーナルにお
いては、新たに追加されたレポートごとに赤い三角ボタンのメニューがあります。このメニューには次のオプ
ションがあります。

新しいウィンドウで再実行 元のレポートの作成に使用した元のデータテーブルがある場合、このオプション
で分析を再実行できます。結果は新しいレポートウィンドウに表示されます。

スクリプトの編集 分析を再実行するための JSLスクリプトが記述されたスクリプトウィンドウが開きます。
JSLは上級ユーザ向けの内容です。詳細については、『スクリプトガイド』を参照してください。

新しい分析の追加
別の分析を実行した場合、その分析結果を既存のジャーナルに追加できます。

1. ジャーナルを開いた状態で、［分析］>［一変量の分布］を選択します。

2. 「従業員一人あたりの利益」を選択し、［Y, 列］をクリックします。

3. ［OK］をクリックします。

4. ［編集］>［ジャーナル］を選択します。結果がジャーナルの下部に追加されます。



第 5 章 作業結果の保存と共有 139
はじめてのJMP プロジェクトの作成

プロジェクトの作成
プロジェクトを作成して、複数の種類の JMPファイル（データテーブル、レポート、ジャーナル、スクリプ
トなど）を1つのファイルに保存できます。プロジェクトファイルには、その中のすべてのファイルを再度開
くために必要な情報がすべて格納されます。

例 : プロジェクトの作成

レポートを作成する

1. 会社情報のサンプルデータ「Companies.jmp」テーブルを開きます。

2. ［分析］>［一変量の分布］を選択します。

3. 「利益 ($M)」と「従業員一人あたりの利益」を選択し、［Y, 列］をクリックします。

4. ［OK］をクリックします。

プロジェクトを作成してデータテーブルとレポートを追加する

1. 新しいプロジェクトを作成するには、［ファイル］>［新規作成］>［プロジェクト］を選択します。

ホームウィンドウに新しいプロジェクトが表示されます。

図5.3 最初に表示されるプロジェクトウィンドウ（Windows）

2. プロジェクト（「無題」）を右クリックして［名前の変更］を選択し、新しい名前（「財務」）を入力します。

3. ［一変量の分布］の結果をプロジェクトに追加するには、プロジェクト名を右クリックして［ウィンドウ
を追加］を選択します。

4. 「プロジェクトにウィンドウを追加」ウィンドウで、「一変量の分布」の結果を選択します。

5. ［OK］をクリックします。［一変量の分布］の結果がプロジェクトに追加されます。

6. 「Companies.jmp」データテーブルをプロジェクトに追加する場合は、ステップ 3を繰り返して、ウィン
ドウから「Companies」データテーブルを選択します。

7. ［OK］をクリックします。データテーブルがプロジェクトに追加されます。
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図5.4 最終的なプロジェクト

プロジェクト内でリンクをダブルクリックして、データテーブルを開いたり、［一変量の分布］の結果を再現
できます。

スクリプトの使用
JMPではすべての分析をスクリプトに記述できます。つまり、実行したすべての分析を JMPスクリプト言語
（JSL）のスクリプトとして保存できます。スクリプトを使用して、いつでも分析や結果を再現できます。

例 : スクリプトの保存と実行

レポートを作成する

1. 会社情報のサンプルデータ「Companies.jmp」テーブルを開きます。

2. ［分析］>［一変量の分布］を選択します。

3. 「タイプ」と「従業員一人あたりの利益」を選択し、［Y, 列］をクリックします。

4. ［OK］をクリックします。

5. 「タイプ」の赤い三角ボタンをクリックし、メニューから次のオプションを選択します。

– ［ヒストグラムオプション］>［度数の表示］

– ［信頼区間］>［0.95］

6. 「従業員一人あたりの利益」の赤い三角ボタンをクリックし、メニューから次のオプションを選択します。

– ［外れ値の箱ひげ図］（外れ値の箱ひげ図を削除）

– ［累積確率プロット］

7. 「一変量の分布」の赤い三角ボタンをクリックし、メニューから［積み重ねて表示］を選択します。

スクリプトをデータテーブルに保存して実行する

1. この分析を保存するには、「一変量の分布」の赤い三角ボタンをクリックし、メニューから［スクリプト］>

［スクリプトをデータテーブルに保存］を選択します。「Distribution」スクリプトがテーブルパネルに表
示されます。
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図5.5「一変量の分布」スクリプト

2. 「一変量の分布」レポートウィンドウを閉じます。

3. 分析を再実行するには、「一変量の分布」スクリプトの赤い三角ボタンをクリックし、メニューから［ス
クリプトの実行］を選択します。

図5.6「一変量の分布」スクリプトの実行

スクリプトとJSLについて
この節で保存したスクリプトには、JMPスクリプト言語（JSL）のコマンドが記述されています。JSLは上級
ユーザ向けの内容です。詳細については、『スクリプトガイド』を参照してください。

「一変量の分布」
スクリプト

テーブルスクリプトを
実行して分析を再実行
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プロファイル、バブルプロット、一変量の分布のAdobe Flashファイル
作成

プロファイル、バブルプロット、または一変量の分布の対話型な結果は、.SWFファイルとして書き出すこと
ができます。.SWFファイルはAdobe Flash Playerによって表示できるので、JMP以外でも共有することが
できます。.SWFファイルは、プレゼンテーションやアプリケーションに読み込むこともできます。また、
.SWF出力を含むHTMLページとして、結果を保存することもできます。

例 : バブルプロットのAdobe Flashバージョンの保存

JMPでバブルプロットを作成する

1. 年齢別人口のデータ「PopAgeGroup.jmp」サンプルデータテーブルを開きます。

2. ［グラフ］>［バブルプロット］を選択します。

3. 「割合 60+」を選択し、［Y］をクリックします。

4. 「割合 0-19」を選択し、［X］をクリックします。

5. 「国」を選択し、［ID］をクリックします。

6. 「年」を選択し、［時間］をクリックします。

7. 「人口」を選択し、［サイズ］をクリックします。

8. 「地域」を選択し、［色分け］をクリックします。

9. ［OK］をクリックします。
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図5.7 最初に表示されるバブルプロット

バブルプロットを .SWFファイルとして保存する

1. 赤い三角ボタンをクリックし、メニューから［Flash(.SWF)形式で保存］を選択します。

2. 「SWFで保存」ウィンドウで、ファイルの保存先を選択します。

3. ［保存］をクリックします。Adobe Flash版のバブルプロットがHTML形式で保存され、Webブラウザ
に表示されます。
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図5.8 Adobe Flash版のバブルプロット

補足情報

JMPのWebサイトには、次のような追加情報が記載されています。

• プロファイル、バブルプロット、および一変量の分布のAdobe Flashファイルの詳細

• Adobe FlashファイルのMicrosoft PowerPointへの読み込み手順

これらの情報は、次の JMP Webサイトで公開されています。

www.jmp.com/support/swfhelp/ja/

www.jmp.com/support/swfhelp/ja/
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特別な機能
自動更新やSASとの連携

JMPの特別な機能の一部を使用して、次の操作を実行できます。

• 分析やグラフを自動的に更新する

• プラットフォームの結果をカスタマイズする

• SASと連携して高度な分析機能を使用する

図6.1 特別な機能の例
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分析とグラフの自動更新
自動再計算の機能を用いると、データテーブルを変更した場合、そのデータテーブルに関連付けられている分
析やグラフが自動的に更新されます。たとえば、データテーブルで値を除外、除外解除、または削除した場
合、その変更内容が瞬時に、関連する分析やグラフに反映されます。次の点に注意してください。

• 一部のプラットフォームは自動再計算に対応していない。詳細については、『JMP の使用法』を参照して
ください。

• ［分析］メニューでサポートされているプラットフォームでは、自動再計算がデフォルトでオフになって
いる。ただし、［品質と工程］メニューでサポートされているプラットフォームでは、自動再計算がデフォ
ルトでオンになっています。例外として、計量値 /計数値ゲージチャート、工程能力、管理図では、デフォ
ルトで自動再計算がオフになっています。

• ［グラフ］メニューでサポートされているプラットフォームでは、自動再計算がデフォルトでオンになっ
ている。

例 : 自動再計算の使用
この例では、会社情報のサンプルデータ「Companies.jmp」を使用します。このデータには、製薬業界とコ
ンピュータ業界の32社の財務データが記録されています。

1. 会社情報のサンプルデータ「Companies.jmp」テーブルを開きます。

2. ［分析］>［二変量の関係］を選択します。

3. 「売上 ($M)」を選択し、［Y, 目的変数］をクリックします。

4. 「従業員数」を選択し、［X, 説明変数］をクリックします。

5. ［OK］をクリックします。

図6.2 最初に表示される散布図

外れ値
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最初に表示される散布図から、他社と比べて従業員数も売上も群を抜いている企業が1社あることがわかりま
す。この企業は外れ値と判断し、除外することにします。点を除外する前に、除外したと同時に散布図が更新
されるように、自動再計算をオンにしておきます。

6. 赤い三角ボタンをクリックし、メニューから［スクリプト］>［自動再計算］を選択して、自動再計算を
オンにします。

7. 外れ値をクリックして選択します。

8. ［行］>［除外する /除外しない］を選択します。該当する点が分析対象から除外され、散布図が自動的に
更新されます。

図6.3 更新後の散布図

データに回帰直線をあてはめると、右下隅の点が外れ値であり、直線の傾斜を引き下げていることがわかりま
す。この外れ値を自動再計算をオンにした状態で除外すると、直線の傾斜が変化する様子を確認できます。

9. 赤い三角ボタンをクリックし、メニューから［直線のあてはめ］を選択して、回帰直線をあてはめます。
図6.4は、レポートウィンドウに追加された回帰直線と分析結果を示しています。
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図6.4 回帰直線と分析結果

10. 外れ値をクリックして選択します。

11.［行］>［除外する /除外しない］を選択します。点が除外されたことを受けて、回帰直線と分析結果が自
動的に更新されます。

ヒント :  点を除外すると、そのデータ点を含めずに分析が再計算されますが、散布図上の該当データ点は表
示されたままです。散布図上にも表示しない場合は、点を選択し、［行］>［非表示かつ除外］を選択します。



150 特別な機能 第 6 章
環境設定の変更 はじめてのJMP

図6.5 更新後の回帰直線と分析結果

環境設定の変更
JMPの環境設定は「環境設定」ウィンドウで変更できます。「環境設定」ウィンドウを開くには、［ファイル］>

［環境設定］を選択します。
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図6.6「環境設定」ウィンドウ

「環境設定」ウィンドウの左側には、環境設定グループの一覧が表示されます。ウィンドウの右側には、選択
したカテゴリに属する変更可能な環境設定がすべて表示されます。

例 : 環境設定の変更
プラットフォームのオプションは、各レポートウィンドウでオンとオフを切り替えることができます。しか
し、各レポートウィンドウでオプションを適用した場合、同じプラットフォームをもう一度呼び出した時に設
定は元に戻っています。特定のオプションを常に適用したい場合は、これらのオプションを「環境設定」ウィ
ンドウで設定します。

この例では、「一変量の分布」プラットフォームで最初に表示されるレポートに、外れ値の箱ひげ図を追加し
ないように設定します。

デフォルトの環境設定を使用して一変量の分布を作成する

1. 会社情報のサンプルデータ「Companies.jmp」テーブルを開きます。

2. ［分析］>［一変量の分布］を選択します。

3. 「利益 ($M)」を選択し、［Y, 列］をクリックします。

4. ［OK］をクリックします。
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図6.7「一変量の分布」レポートウィンドウ

ヒストグラムは縦方向に表示され、グラフには外れ値の箱ひげ図が表示されています。ヒストグラムを横に並
べて表示し、外れ値の箱ひげ図を表示しないように変更する場合は、「利益 ($M)」の赤い三角ボタンをクリッ
クし、メニューから適切なオプションを選択します。しかし、これらの設定を常に適用したい場合は、「環境
設定」ウィンドウで変更します。

外れ値の箱ひげ図の環境設定を変更して一変量の分布を再実行する

1. ［ファイル］>［環境設定］を選択します。

2. 環境設定グループから「プラットフォーム」を選択します。

3. 「プラットフォーム」リストから「一変量の分布」を選択します。

4. ［横に並べる］オプションを選択してオンにします。

5. ［外れ値の箱ひげ図］オプションの選択を解除してオフにします。
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図6.8 一変量の分布の環境設定

6. ［OK］をクリックします。

7. ［一変量の分布］をもう一度、実行します。「デフォルトの環境設定を使用して一変量の分布を作成する」
（151ページ）を参照してください。

ヒストグラムが横に並べて表示され、外れ値の箱ひげ図は表示されなくなりました。これらの環境設定は変更
しない限りそのまま維持されます。

すべての環境設定の詳細については、『JMPの使用法』を参照してください。

JMPとSASとの連携

注 : JMP経由でSASを使用するには、ローカルコンピュータまたはサーバーのいずれかのSASに接続できる
状態でなければいけません。

JMPからSASに接続し、次のような作業を実行できます。

• JMPでSASコードを記述または作成する

• SASコードをサブミットし、結果を JMPで表示する

• リモートコンピュータ上のSASメタデータサーバーまたはSASサーバーに接続する

• ローカルコンピュータ上のSASに接続する

• SASデータセットを開いて参照する
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• SASで生成されたデータセットを取得および表示する

JMPとSASとの連携についての詳細は、『JMPの使用法』を参照してください。

例 : SASコードの作成
この例では、キャンディバーの栄養価データを記録したサンプルデータ「Candy Bars.jmp」を使用します。

1. 「Candy Bars.jmp」サンプルデータを開きます。

2. ［分析］>［モデルのあてはめ］を選択します。

3. 「カロリー」を選択し、［Y］をクリックします。

4. 「総脂肪 (g)」、「炭水化物 (g)」、および「タンパク質 (g)」を選択し、［追加］をクリックします。

5. 「モデルの指定」の赤い三角ボタンをクリックし、メニューから［SASジョブの作成］を選択します。

図6.9にSASコードを示します （データの一部は省略しています）。

図6.9 SASコード

例 : SASコードのサブミット
1. 「Candy Bars.jmp」サンプルデータを開きます。

2. ［分析］>［モデルのあてはめ］を選択します。

3. 「カロリー」を選択し、［Y］をクリックします。

4. 「総脂肪 (g)」、「炭水化物 (g)」、および「タンパク質 (g)」を選択し、［追加］をクリックします。

5. 「モデルの指定」の赤い三角ボタンをクリックし、メニューから［SASでサブミット］を選択します。

6. 「SASサーバーに接続」ウィンドウ（図6.10を参照）で、SASへの接続方法を選択します（接続していな
い場合）。この例では、［このコンピュータのSASに接続する］を選択します。
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図6.10 SASサーバーに接続

7. ［OK］をクリックします。

JMPがSASに接続します。SASでモデルが実行され、結果が JMPに戻されます。SASアウトプット、HTML、
RTF、PDF、JMPレポートのいずれかの形式で結果を表示できます（出力形式は JMPの環境設定を使用して
選択できます）。 図6.11は、JMPレポート形式で出力された結果です。詳細については、『JMPの使用法』を
参照してください。
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図6.11 JMPレポート形式で出力されたSAS結果
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